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赤い羽根共同募金の 
配分金で実施する 
事業に表示。 

歳末たすけあい募金の 
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令和７年度 ふりかえり 

 

 令和７年度は、社協中期経営計画を基盤にして、次の三つを重点項目として取り組みました。 

①地域共生社会の実現を目指した地域福祉の推進 

②新たな財源づくりに向けた取組み 

③人材育成の取組み 

 

地域の声を聴き、つながりを広げる 

 ベンチづくりの取組み 

令和７年度は、「端材で作るベンチ制作と設置」に挑戦しました。ベンチ制作、地元企業や中学

生、地域団体など多くの方に協力をいただきました。地域の関心と共感が広がり活動への協力

につながりました。また、「関心」をもった住民が、「共感」を広げていただき、設置協力だけでなく、

住民会員への協力にもつながる取組みとなりました。 

 

中学生と赤ちゃんのふれあい事業は、２０年以上続く取組みです。参加した保護者からは、「続

いてほしい」との声が寄せられています。この事業は、命のふれあいを通して世代を超えたつなが

りが受け継がれています。そのつながりは、地元の民生児童委員協議会、NPO法人子育てを楽

しむ会との協働により培われています。 

 

 令和７年度は、広報の充実に向けて理事会で話し合いました。令和８年度から若手職員を中心

にした Instagramによる情報発信を始めることになりました。 

 

困っている人たちを支える 

 当会には日々、さまざまな相談が寄せられます。近年は、身寄りのない高齢者の死後事務など、

将来への不安に関する相談も増えています。 

 

福祉サービス利用援助事業では、福祉サービスの利用手続きや公共料金の支払いなどの金

銭管理を支援し、安心して暮らせる環境を整えています。最近ではキャッシュレス対応など社会変

化に応じた対応が増えています。 

 

 温ったか京都・寄り添いワーカーでは、アンケートを取り、訪問をしました。相談の中で、「家族に

も相談できない」、「相談することにためらいがある」といった声がありました。 

こうした声に寄り添い、本人や家族との話し合いの場づくりや、必要な支援機関へのつなぎを

行いました。 

 

困っている人たちを支えるには、職員の専門性向上が不可欠です。研修等を通じて職員の人

材育成に取り組みました。また、よりよい支援のために社会福祉法人との連携を模索し、宇治福

祉のつどいの第二部では社会福祉法人が「福祉の今」を語り合う座談会を開催しました。 
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支える人を支える 

 当会には「困っている人を助けたい」「何か力になりたい」という相談も寄せられます。 

  

仲間づくり・理解を広げる取組み 

 同じ困りごとを抱える人たちや同じ経験を持つ人たちの集まりでは、「もっと自分たちのことを知

ってほしい」、「同じ思いの人とつながりたい」という声がありました。近隣の大学と連携した取組

みの調整を進め、地域の中でお互いを理解し合う機会づくりに取り組んできました。 

 

支える人たちのつながりづくり 

 サロン活動は、住民同士による孤独・孤立を防ぐ取組みです。サロン運営にかかわる人たちが、

悩んだり困ったりしたときに、相談し合える環境づくりとして、令和５年度からサロン運営者による

つどい「サロンのためのサロン」に取り組んでいます。令和７年度は、地域別に開催し、より多くの

人が参加しやすい環境を整えました。 

 

今後に向けて 

 ボランティアをはじめ、同じ困りごとを抱える人たちや同じ経験を持つ人たちの集まり、これら地

域福祉活動の担い手となり得る人たちの不足は、地域課題です。すぐに解決できる方法はありま

せんが、活動をしている人たちの思いに寄り添い、これからも一緒によりよい方法を考えます。 
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第１章 孤独・孤立を防ぐ多様な地域福祉活動・ボランティア活動の推進 

孤独・孤立に悩む人を誰ひとり取り残さない社会づくりのために、複雑多様化す

る当事者像を的確に捉え、生活課題とその背景にある地域福祉課題を共有し、人

が相互に支え合い、つながりや共感が生まれる社会・地域づくりを推進しました。 

また、当会の役割でもある「協議体」としての機能を発揮し、誰もがそれぞれの特

性を生かして、地域づくりの活動に参加・参画できるよう働きかけを行いました。 

 

（目標と実施する取組み） 

１．学区福祉委員会等住民主体による福祉活動への支援 

目  標／学区福祉委員会等の住民主体による小地域福祉活動への助言や協働を通じて、そ

れぞれの地域に即した地域福祉の拡充を進めます。 

取組み／住民による福祉活動への参加・参画を進めるための取組みに向けての提案・協議 

学区福祉委員会連絡協議会の運営支援による学区福祉委員会活動の拡充 

 

（１）学区福祉委員会への支援・協働 

地域担当５名が市内２０の学区福祉委員会と１地区社会福祉協議会（西小倉学区・北小倉学区・南小

倉学区）を担当して、役員会等への参加や他地域の事業活動の進め方について情報提供を行いました。 

昨年度までは、コロナ禍の影響の経過措置として、１事業１０万円（上限）、２事業以上１５万円（上限）

の枠組みで活動費を助成していました。今年度より、その経過措置はなくなり、３事業１５万円（上限）の従

来の助成の枠組みに戻りました。コロナ禍の影響で取りやめた活動を再開する学区福祉委員会や、再開

を機に地域と組織の現状に合わせた活動を展開する学区福祉委員会もありました。幹事会や役員会など

夜間の会合を日中に変更する学区福祉委員会が増えています。全体的な傾向として、参加者の高齢化を

背景に、小学校区で一堂に会した事業実施よりも、より身近な場所（ブロック別）に分けて、小規模で事業

実施するところが増えています。 

給食サービス事業や、歳末ふれあい事業の支出面では、物価高騰などの社会情勢の変化により、従来

の調達先での価格維持が難しくなり、別の事業所を探すほか、他の方法に切り替えを余儀なくされるなど、

事業の継続のために尽力される例もありました。 

 

（役員会・幹事会、活動や協議の場への参加、対応）※主なもののみ記載 

月 学区数 対応回数 主な参加、対応 

4月 １６ ２８ 役員会、幹事会、総会にかかる協議 

5月 １６ ３０ 役員会、幹事会、町内会長含めた社協会費の協議 

6月 １６ ２１ 役員会、幹事会、補助金に関する相談 

7月 １３ １６ 役員会、幹事会、研修打ち合わせ 

８月 １２ １３ 役員会、幹事会 

９月 １９ ３４ 役員会、幹事会、共同募金資材伝達、広報物対応 

１０月 １９ ２７ 役員会、幹事会、配食活動サポート 

１１月 １９ ３８ 役員会、幹事会、歳末募金資材伝達、バザー関連対応 

１２月 １４ １７ 役員会、幹事会、規約変更相談対応 

１月 １５ １４ 役員会、幹事会、 

２月 １４ １３ 役員会、幹事会、研修会への参加 
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３月 ２０ ３７ 役員会、幹事会、補助金に関する相談対応 

 

（学区福祉委員委員数一覧）                                         (単位：名) 

学区名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

笠取 41 37 33 

笠取第二 0 － － 

御蔵山 41 50 41 

宇治 96 97 93 

岡屋 48 49 48 

南部 68 62 58 

三室戸 65 64 63 

菟道 65 53 49 

菟道第二 105 107 94 

神明 75 73 72 

大開 43 43 42 

大久保 48 45 42 

西大久保 45 39 39 

平盛 31 31 28 

伊勢田 68 62 66 

西小倉 12 11 12 

北小倉 25 27 28 

南小倉 11 9 9 

小倉 71 74 72 

槇島 69 67 61 

北槇島 37 36 37 

合 計 1,064 1,036 987 

 

（学区福祉委員会総会開催状況） 

 対面開催 書面報告 

令和５年度 １９学区 １学区 

令和６年度 １７学区 ３学区 

令和７年度 １９学区 １学区 

 

（学区福祉委員会が行う小地域福祉活動への各種補助金） 

名 称 ①福祉活動費   

目 的 地域の特性や事情に応じた活動が展開できるよう、運営面での支援を図る。 

使 途 学区福祉委員会の運営費、活動費 

内 容 
学区福祉委員会を通じて、各自治会・町内会から協力いただいた会費の２０％と、事業

所から協力いただいた会費の 40％を学区福祉委員会の運営費として交付しました。 

 

名 称 ②事業費補助金   

目 的 地域の特性や事情に応じた、小地域福祉活動の推進を図る。 
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使 途 小学校区ごとに特色のある地域福祉活動を展開するための活動費 

内 容 
１学区あたり、４事業までの実施で上限 175,000円を交付 

（A区分３事業１５０，０００円、B区分１事業２５，０００円） 

活動状況 

（取組み例） 

・各学区福祉委員会による広報紙の発行 

・和太鼓の練習会を通じ、子どもの協調性を育てながら、地域住民と子どもたちとの交

流の場づくり 

・学区内にある、ふれあいサロン同士の連絡会や交流会の実施 

・伝承遊び等を通じた学区内の小学校、幼稚園、保育園児と高齢者の交流活動 

・近隣の福祉施設を訪れ、見学や現状の理解、福祉委員同士の交流活動 

 

名 称 ③一人暮らし高齢者訪問活動事業補助金 

目 的 一人暮らし高齢者等の訪問活動を通じて、高齢者の見守りの拡充を図る 

使 途 月１回以上の訪問や生活支援時に配布する記念品等に要する費用 

内 容 １年を通じて見守り、声かけを行った対象者１人につき年額 1,000円を補助 

活動状況 

（取組み例） 

年度当初に把握した一人暮らし高齢者等に対して、福祉委員が日常生活の中での見

守りや声かけによる安否確認を行っています。 

記念品は、いくつかの物品を組み合わせてお渡しする地域もあります。敬老お祝い品

や、誕生日プレゼントとしてお渡しされる学区福祉委員もあります。福祉委員が集会所

に集まり、顔を合わせながら梱包や包装作業を行っています。 

 

（学区別一人暮らし高齢者等訪問事業実績）        （単位：名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名 称 ④一人暮らし高齢者等給食サービス事業補助金 

目 的 一人暮らし高齢者等の給配食活動を通じて、高齢者の社会参加や孤立予防を図る。 

使 途 一人暮らし高齢者等の孤立予防や見守りを兼ねた会食会、配食活動に要する費用 

内 容 １食あたり３５０円の補助 

活動状況 

（取組み例） 

年度当初に把握をした一人暮らし高齢者等に、お弁当配食や会食会等への参加呼び

かけを行いながら、孤立予防に努めました。 

学区名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

宇治 187 184 187 

岡屋 91 80 90 

南部 135 131 118 

菟道 146 148 146 

菟道第二 141 142 134 

神明 198  184 182 

大開 97 97 99 

大久保 26 24 21 

西大久保 79 73 63 

伊勢田 125 117 107 

小倉 180 171 177 

西小倉地区社協 58 62 64 

槇島 256 274 251 

訪問対象者数 1,719 1,687 1,639 
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コロナ禍の影響で自粛していた会食会を再開する学区福祉委員会が徐々に増えてい

ます。一堂に会する会食会に今まで参加できていた人が、歩いていけなくなったという

声を受けて、小学校区を小さなエリア（ブロック）に分け、小規模単位で開催をする工

夫もみられました。コロナ禍に始まった拠点型の配食活動も、より身近な地域で実施し

ています。このような一人暮らし高齢者等の参加のしやすさを分析し、拠点型の配食を

継続される学区福祉委員会もありました。 

 

（学区別一人暮らし高齢者等給配食サービス事業実績）       （単位：食） 

学区名 
給配食実績数（食） 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

御蔵山 126 125 112 

宇治 1,428 1,163 1,176 

岡屋 35 22 21 

南部 180 91 87 

三室戸 550 195 267 

菟道 184 130 116 

菟道第二 145 181 160 

神明 779 675 573 

大開 391 369 383 

大久保 237 226 245 

平盛 - - - 

伊勢田 107 128 122 

小倉 1,059 1,321 1,703 

西小倉地区社協 1,145 1,311 1,317 

槇島 1,222 1,492 1,041 

北槇島 51 96 116 

合計 7,639 7,525 7,439 

 

名 称 ➄歳末たすけあいふれあい事業補助金   

目 的 
一人暮らし高齢者等の年末・年始の激励を通じて、孤立予防を図る。 

安心、安全な地域づくりのために必要な、住民同士のつながりや交流を図る。 

使 途 年末、年始に行われる高齢者等への見守り活動、住民交流事業に要する費用 

内 容 
対象者一世帯につき年額１，０００円（上限１５０，０００円）または、１学区福祉委員

会上限１３０，０００円（住民交流事業の場合） 

活動状況 

（取組み例） 

・ミニお節と年賀状配布による年末の声かけ訪問活動 

・新年を祝う会食会の実施 

・小学校での左義長の実施による住民交流活動 

 

（２）学区福祉委員会連絡協議会への支援 

当会が事務局として、代表者会議（２回）の運営を支援し、当会からの運営費補助を活用して年間事業

に取組みました。外部団体（宇治市要保護児童対策協議会、宇治市共同募金委員会、宇治市地域福祉

推進委員会）への委員選出の協力をしています。学区福祉委員強化月間（２月１日～３月３１日）に、福祉

委員募集ポスターを各学区福祉委員会に配布するとともに、市政だよりへの記事掲載（２月１日号）や、
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FM うじへの出演をとおして福祉委員募集を呼びかけました。強化月間中に、６６名の新規加入がありまし

たが、高齢化等の理由により、年間で１２０名の福祉委員の退会があり、現状、減少傾向にあります。 

 きょうと地域福祉実践交流は、マイクロバスを手配し、参加しました。顔を合わせて府内の地域福祉活動

を学んだことはアンケートでも好評でした。また、昨年に引き続き、各学区福祉委員会の活動（補助金の使

途）などをまとめた資料などを用意し、福祉委員交流研修会を開催しました。 

 

（代表者会議） 

日  時 
①令和７年７月２８日（月）１９：００～２０：３０ 

②令和８年３月１９日（木）１９：００～２１：００ 

場  所 ①、②宇治市産業会館 

目  的 
各学区福祉委員会がどのような取組みを行っているのか、学区福祉委員会連絡協議

会としてどのような事業が必要かについて確認する 

参 加 者 
①学区福祉委員会代表者１７名（１５学区・地区）、事務局４名 

②学区福祉委員会代表者１６名（１４学区・地区）、事務局４名 

内  容 

①学区代表者交代について、令和６年度の事業報告・決算報告・会計監査報告に

ついて、令和７年度の事業計画の内容について、令和７年度の予算について、各

学区福祉委員会の活動内容の情報共有について 

②令和７年度事業実施状況及び執行状況について、令和８年度の事業計画の内

容について、各学区福祉委員会の活動の共有 

実施して 

学区福祉委員会連絡協議会として、各学区福祉委員会に対してどのような支援が

あれば、活動しやすいかなど検討しました。また、情報交換では、積極的に意見交

換が交わされました。 

 

(第１３回きょうと地域福祉活動実践交流会（京都府版サミット）への参加) 

日  時 
令和７年１１月２９日（土） １３：００～１６：００ 

集合１１：３０ 解散 １７：３０ 

場  所 永守重信市民会館（向日市） 

目  的 京都府内の地域福祉活動の実践を共有し、今後の活動に活かす。 

参 加 者 １４学区・地区 ２２名、事務局 ２名、地域福祉推進委員関係 ２名  計２６名 

内  容 

第１３回きょうと地域福祉活動実践交流会 

『乙訓防災万博～いのち輝く防災デザイン～』 

＜基調講演＞  

『地域と紡ぐ いのち輝く防災デザイン～災害を乗り越える未来へ～』  

講師 篠原 辰二 氏 （一般社団法人 WellbeDesign） 

＜パネルパビリオン（見学・交流）＞  

★ポスターセッション  

各地域ご自慢のコラボポスターを介した参加者同士の交流  

宇治市内からは、莵道第二学区福祉委員会が平成２２年に実施をされた 

小学校での１泊２日の体育館での避難所体験訓練に関するポスターで 

出展されました 

＜乙訓地域からの発信＞  

『福祉の話 障がい者×高齢者×子ども×防災』 

      大山崎町 ・・・ 災害弱者を出さない取組みのお話  
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向日市 ・・・ 地域で守る高齢者のお話  

長岡京市 ・・・ 未来を担う子どもたちのお話  

コーディネーター 篠原 辰二 氏 （一般社団法人 WellbeDesign） 

実施して 

学んだことを自身の学区でも活かしてみたいという意見が多くあり、今後の学区福

祉委員会活動のヒントを得る機会になりました。バス料金が高騰するなか、次年度

は開催地が遠方になるので、参加方法などを検討する必要があります。 

 

(福祉委員会交流研修会の開催) 

日  時 令和８年３月１７日（火） １０:００～１２:００ 

場  所 宇治市総合福祉会館 

目  的 
他の学区福祉委員会活動や、工夫点、課題点について、グループに分かれて話し

合い、今後の学区福祉委員会活動に活かせる情報・意見交換の場を得てもらう。 

参 加 者 １７学区・地区 ４２名、事務局 ６名  

内  容 

①グループワーク ２回 

６グループ（１グループ８名程度）に分かれて、意見交換をする。テーマは、配食・会

食、訪問活動、サロンとの連携、学校との連携、福祉委員募集の方法など。グルー

プごとにテーマを分けて情報を共有しました。 

②福祉委員募集のための集合写真撮影 

実施して 

いずれのグループも意見交換が活発でした。アンケート結果は、３８名中３７名の方

が良かったと回答がありました。また、回答者すべての人が企画の継続を望んでい

ます。 

 

（福祉委員の募集の強化月間） 

日  時 令和８年２月１日（日）～３月３１日（火） 

目  的 福祉委員を募集し、活動の後継者や、活動に参加する市民の裾野を広げる 

参 加 者 ２０学区福祉委員会 

内  容 

①市政だより２月１日号掲載 

②各学区独自の広報紙の作成 

③ポスター掲示物の配布 

④FM うじへの出演 ３月５日（木） 

実施して 
福祉委員募集の強化月間に６６名加入。年間の退会者は１２０名でした。毎年、福

祉委員全体の人数は、減少傾向にあります。 

 

 （福祉委員募集の強化月間推移）        （単位：人） 

 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

新規加入者 ６９ ６０ ６６ 

退会者 ９６ ８３ １２０ 
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２．生活支援体制整備事業※１）を通じての対話と協働による地域福祉の推進 

目  標／地域福祉課題の顕在化とその解決に向けた話し合い・学び合いの場を創出します。 

取組み／宇治市地域の支え合い仕組みづくり会議（第１層）※2）の運営 

        宇治市地域の支え合い仕組みづくり会議（第１層）の構成団体との懇談や課題共有 

小地域を基盤とした宇治市地域の支え合い仕組みづくり会議（第２層）※2）の拡充 

 

平成２９年度より宇治市から、宇治市生活支援体制整備事業を受託しています。地域における高齢者の

生活支援体制の整備を推進するため、生活支援コーディネーター（以下、ＳＣ）業務ならびに協議体の設

置をすすめています。第１層協議体戦略会議、生活支援体制整備事業事務局会議において、宇治市、宇

治市福祉サービス公社（以下、公社）と共に情報共有と協議を行いながらすすめています。 

当会に SCを３名（１層及び２層兼務で２名）配置し、公社にも２名が配置されました。第２層の担当圏域

は、当会のＳＣが 6圏域、公社のＳＣが２圏域（中宇治・西宇治）を担当しています。 

令和４年度より、テーマを「生きがい、社会参画」とし、高齢者だけでなく地域のあらゆる方が役割をもち、

支え合いながら共に暮らしていける地域づくりを進めてきました。 

令和 7 年度は、「まちなかベンチプロジェクト」の企画、展開と地域包括支援センターとの連携強化をお

こないました。このプロジェクトは、これまでに把握していた地域内の移動に関する課題やニーズの声をも

とに、当会の小地域担当者との協働により企画実施しました。共感を得た株式会社かわな工業様の全面

協力（端材の提供やベンチ製作のサポート等）により実現しました。結果、10 台のベンチが完成し、うち 6

台のベンチ設置を進めています。 

地域包括支援センターとの連携強化については、東宇治南地域包括支援センターと協働での事業展開

や、住民主体グループの立ち上げ支援をはじめ、南部・三室戸地域包括支援センターの実施する地域事

業への参画、南宇治地域包括支援センターや南宇治圏域の事業所が参画している、「南宇治をたがやす

会」への参入があります。とくに北宇治地域包括支援センターの協力のもと第１層協議体「宇治市地域の

支え合い仕組みづくり会議」にセンター長に登壇いただき、地域包括支援センターについて、各圏域であ

がっている地域課題の共有と解決に向けた意見交換を行うなどしました。次年度に向けて、各地域包括支

援センターとの協働のきっかけになりました。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
※１）宇治市からの委託を受け、「誰もが、住み慣れた地域で、最後まで、生きがいや尊厳を持って暮らせるように、他人事ではな

く、自分事として、お互いさまの地域をつくること」を目指して行っている事業です。本会の職員が生活支援コーディネーター(地域

支え合い推進員)として、地域の人・活動・場所をつなげることで地域活動の応援をしています。 

※２）協議体には、市全域について話し合うメンバー《第 1層協議体》と日常生活圏域等の小さい単位で話し合うメンバー《第 2

層協議体》があります。 

出典：宇治市ホームページ「生活支援体制整備の推進」より https://www.city.uji.kyoto.jp/site/choju/14379.html 

 

 

■生活支援体制整備事業を進める上での連携・情報共有等の場とする会議の調整・運営 

【事務局会議】 

目的 宇治市生活支援体制整備事業委託業務及び事業実施に関わる事項の協議 

実施日 

・令和 7年 04月 11日（金） １４：００～１６：００  

・令和 8年 03月 05日（木） １０：００～１２：３０  

・令和 8年 03月 24日（火） １４：００～１５：３０ 

場所 宇治市総合福祉会館 

参加者 宇治市、宇治市福祉サービス公社、宇治市社会福祉協議会、公社 SC,社協 SC 

実施して 
・令和 6年度と比べて、令和 7年度は担当者のあいだで日常的な意見交換が増えた

ことで、事務局会議の開催は事業契約の時期のみとなりました。 
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【戦略会議】 

目的 第 1層協議体『宇治市地域の支え合い仕組みづくり会議』についての協議 

実施日 

8回 

＝＝＝＝＝ 

・令和 7年 04月 24日（木） ０９：３０～１１：３０  

・令和 7年 06月 25日（水） １４：００～１６：００  

 ※さわやか福祉財団による勉強会の実施 

・令和 7年 06月 27日（金） ０９：３０～１１：３０  

・令和 7年 07月 16日（水） １５：００～１７：００  

・令和 7年 08月 13日（水） １０：００～１２：００  

・令和 7年 11月 25日（火） １４：００～１５：３０  

・令和 7年 12月 24日（水） １０：００～１２：１０  

・令和 8年 01月 28日（水） １０：００～１２：００  

場所 宇治市総合福祉会館 

参加者 
地域代表者、宇治市、宇治市福祉サービス公社、宇治市社会福祉協議会、公社SC,社

協 SC 

実施して 

・国の事業改正の流れなども受け、学びなおしの機会をもち、宇治市としての方向性

についての協議を重ね、「目指す地域像」の設定に至りました。 

・特に地域包括支援センターとの協働についての議論を深めることができ、戦略会議

に北宇治地域包括支援センターのセンタ－長の出席や、地域包括支援センターのセ

ンター長級が定期的集まり情報共有を実施している、「８包括センター長情報共有会

議」に地域代表者と共に参加するなど、相互の理解促進、連携強化を図ることができ

ました。 

今後として 

・『地域包括ケア会議』や『小地域包括ケア会議』であがる、個別課題や地域課題に

ついて、『宇治市地域の支え合い仕組みづくり会議』とどのように共有、役割分担を図

り、解決に向けて進めていくなど、宇治方式地域包括ケアシステムの在り方について

は引き続き協議が必要です。 

備考 実施日の前に必要に応じて会議に向けた打合せを実施。 

 

■生活支援コーディネーターの業務 

◎ネットワークの構築 

①地域の多様な関係者との関係づくり 

【東宇治北圏域】 

（１） 御蔵山学区福祉委員会 

・「さかのまちプロジェクト」への参画 

目的 
御蔵山学区と木幡学区を中心に、子どもから高齢者まで誰もが地域のなかでつな

がる場づくりを目指す。 

SCの 

参加目的 

・住民主体による福祉活動へのサポート 

・他市町村の事例などの情報共有 

参加日 

７回 

＝＝＝＝＝ 

・令和 7年 04月 12日（土） １４：００～１６：００ 

・令和 7年 06月 14日（土） １４：００～１６：００ 

・令和 7年 07月 12日（土） １４：００～１６：００ 
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・令和 7年 08月 09日（土） １４：００～１６：００ 

・令和 7年 09月 13日（土） １４：００～１６：００ 

・令和 7年 12月 13日（土） １４：００～１６：００ 

・令和 8年 01月 10日（土） １４：００～１６：００ 

場所 はなのきざかの家 

参加者 
地域住民、参加事業所のサービス利用者、ハーモニーこはた、ニングルの森、NEXT

みらい、社協 SC 等 

内容 

・地域の気になることなどを共有、意見交換 

・地域での取り組みについて情報共有 

・地域食堂の開催に向けた意見交換等 

実施して 

地域情報やニーズ把握の場となっており、参加している事業所同士の交流は、職員

だけでなく、利用者やボランティア同士の交流の場にもなっています。サービス利用

後も地域とのつながりをつくることのできる場となっており、特に、ボランティアの方

が他の事業所のボランティアに参加されるなどの効果もでています。 

・数ヵ月に 1回実施されている『さかのまち食堂』では、公園で遊んでいる親子など

も参加され、地域内の多世代交流の場となっています。 

今後 

地域の方の思いを大切に寄り添いながら、毎月開催される「さかのまちカフェ」、不

定期開催の「さかのまち食堂」での声を大切に、子どもから高齢者まで誰もが地域

の中でつながる場づくりに取り組んでいきます。 

 

（２） 東宇治北地域包括支援センター 

・幸齢者健康づくり教室『こはた脳力あっぷ教室』への参画に向けた協議 

 令和7年度「第2回宇治市地域の支え合い仕組みづくり会議」のなかで、東宇治南地域包括支援

センター主催の幸齢者健康づくり教室『あつまれ元気の森』への生活支援コーディネーターの参画と

住民主体グループの立ち上げ支援に関する報告を実施しました。その報告を受け、東宇治北地域包

括支援センターが主催する、令和８年度の幸齢者健康づくり教室『こはた脳力あっぷ教室』への参画

について相談を受けました。 

 令和 8年度、“平尾台西集会所”、“ハーモニーやまはた”で開催される『こはた脳力あっぷ教室』に

参画し、参加者のニーズを聞き取りました。住民主体のグループの立ち上げに向けて伴走支援への

足掛けとなりました。 

 

【東宇治南圏域】 

（１） 東宇治南地域包括支援センター 

・幸齢者健康づくり教室『あつまれ元気の森』への参画 

目的 
地域で自主的に介護予防に取組んでもらうために、フレイル予防や認知症について

の情報提供や体操、レクリエーションなどを実施。 

SCの 

参加目的 

・令和 6年度の小地域包括ケア会議のなかで取り上げられた地域における居場所

づくりと、住民主体グループの立ち上げ。 

・参加者のニーズを聞き取りながら、社会参加の必要性や地域活動に関する取組

みを紹介することで、住民主体グループの立ち上げへの後押しを図る。 

・住民主体グループ立ち上げ後の伴走を見据えた参加者との関係構築。 

参加日 5回 
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＝＝＝＝＝ 

・令和 7年 05月 09日（金） １４：００～１５：３０ 

・令和 7年 06月 27日（金） １４：００～１５：３０ 

・令和 7年 07月 11日（金） １４：００～１５：３０ 

※『気にかけあう地域づくり勉強会』の実施 

・令和 7年 08月 08日（金） １４：００～１５：３０ 

 ※『気にかけあう地域づくり勉強会』の実施 

・令和 7年 09月 12日（金） １４：００～１５：３０ 

 ※小地域包括ケア会議を同時開催 

場所 五ケ庄東集会所 

参加者 地域住民、理学療法士、東宇治南地域包括支援センター、社協 SC 

内容 

・フレイル予防や認知症についての情報提供や体操、レクリエーションなど 

・気にかけあう地域づくり勉強会 

・参加者の特技を活かした取組み（フラダンスなど） 等 

実施して 

・月 2回の開催により、参加者の関係構築はもちろん、活動への参加が習慣化した

ことで、教室終了後、スムーズに住民主体グループの立ち上げに至ることができまし

た。 

・教室終了後も見据えて生活支援コーディネーターが参画したことで、終了後の伴

走者の移行がスムーズに進み、立ち上げ後の活動への影響もほとんどなく実施する

ことができました。 

 

（２） 住民主体グループ『プルメリア』 

・住民主体グループ『プルメリア』への伴走支援 

前述の東宇治南地域包括支援センターが開催した幸齢者健康づくり教室『あつまれ元気の森』をき

っかけに立ち上がった、住民主体グループ「プルメリア」への伴走支援。 

SCの 

参加目的 

教室終了後の実施にあたり、場の継続がはかれるように不安への寄り添いや運営

での悩みなどを一緒に解決していくことを目指し伴走支援。 

参加日 

5回 

＝＝＝＝＝ 

・令和 7年 10月 24日（金） １４：００～１６：００ 

 ※『あつまれ元気の森』が終了し、居場所の継続について参加者と意見交換⇒住

民主体グループ『プルメリア』の誕生／11月から活動開始 

・令和 7年 11月 14日（金） １４：００～１５：３０ 

・令和 7年 12月 12日（金） １４：００～１５：３０ 

・令和 8年 01月 09日（金） １４：００～１５：３０ 

・令和 8年 02月 27日（金） １４：００～１５：３０ 

場所 五ケ庄東集会所 

参加者 地域住民、社協 SC 等 

内容 

・体操やレクリエーション 

・茶話及び情報共有 

・参加者の特技を活かした取組みの実施（フラダンス） 等 
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実施して 

・支援者不在の状況での活動継続に対しての不安が想定されたため、生活支援コ

ーディネーターが伴走を行ってきましたが、最初の１、２回を超えてからは、住民主体

による取組みが可能となり、参加者が助け合いながら活動を実施されています。 

今後 
・支援者が不在の状況でも問題なく取組の実施に至っているため、主体性を阻害し

ない範囲で伴走支援を継続しておこなっていきます。 

 

（３） NAGOMI 

・住民主体型サービス B（通所型）への登録を見据えた意見交換 

令和 7年度より岡屋学区内で子ども向けのサロンを実施されている団体から、サロンの立ち上げ相

談と同時に、高齢者の居場所づくりについても相談を受けており、サロンでの展開や住民主体型サー

ビス B（通所型）についての説明をおこない意見交換を重ねてきました。 

 

【南部・三室戸圏域】 

（１） 南部・三室戸地域包括支援センター 

・アルプラザ宇治東店で実施している「ラジオ体操」の取組みへの参画 

目的 
生活インフラであるスーパーでの居場所づくりをしかけることで、生活に組み込み、

日常的な介護予防活動や見守り活動の実施につなげる。 

SCの 

参加目的 

・令和 6年度の小地域包括ケア会議をきっかけとして事業が進んでおり、その際の

提案者という立ち位置もあるため参加。 

・既存の取組みなどの紹介や仲介による、スタートアップ支援。 

・参加者とのコミュニケーションを通して、地域の課題把握をおこなう。 

参加日 

15回 

＝＝＝＝＝ 

・令和 7年 05月 08日（木） ０９：３０～０９：４５ 

・令和 7年 05月 22日（木） ０９：３０～０９：４５ 

・令和 7年 06月 12日（木） ０９：４５～１０：００ 

・令和 7年 06月 26日（木） ０９：４５～１０：００  

※ラジオ体操は雨天中止／地域の方の来場に備え現地には出向く 

・令和 7年 07月 24日（木） ０９：４５～１０：００ 

・令和 7年 08月 14日（木） ０９：４５～１０：００ 

・令和 7年 08月 28日（木） ０９：４５～１０：００ 

・令和 7年 09月 25日（木） ０９：４５～１０：００ 

・令和 7年 10月 09日（木） ０９：４５～１０：００ 

・令和 7年 10月 23日（木） ０９：４５～１０：００ 

・令和 7年 11月 13日（木） ０９：４５～１０：００ 

・令和 7年 11月 27日（木） ０９：４５～１０：００ 

・令和 7年 12月 11日（木） ０９：４５～１０：００ 

・令和 8年 01月 22日（木） ０９：４５～１０：００ 

・令和 8年 03月 26日（木） ０９：４５～１０：００ 

場所 アルプラザ宇治東店 

参加者 地域住民、施設入居者、アルプラザ宇治東店、莵道明星園養護老人ホーム、莵道明
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星園小規模多機能型居宅介護、宇治市（長寿生きがい課）、南部・三室戸地域包

括支援センター、宇治市社会福祉協議会、社協 SC 等 

内容 
・ラジオ体操 

・笑いヨガ 等 

実施して 

・コープ宇治神明店で取組まれているラジオ体操を紹介し、見学の調整などもおこ

ないましたが、調整当日が雨天のため中止になり、本事業の初回日も近かったこと

もあり、「南部・三室戸地域包括支援センターの抱えるお悩み」への伴走を中心に

サポートしました。 

・地域にとって、新たな集いの場となり、交流や元気の源となる場となっています。 

・洛タイ新報に記事掲載（令和 7年 8月 15日発行） 

今後 

・南部・三室戸地域包括支援センターの主導での開催となっており、住民主体によ

る開催に移行ができていないので、引き続き参加をしながら、参加者の想いやニー

ズの聞き取り、担い手の発掘をおこなっていきます。 

 

・介護予防教室『和と輪で、地域を元気に』への参加 

目的 
志津川地域の方の居場所づくりを目的に、莵道明星園のスペースを活用して、地域

住民が介護予防に参加できる場をつくる。 

SCの 

参加目的 

南部・三室戸地域包括支援センターとの連携を通して、包括支援センターとの関係

づくりや、地域住民の声を聞き、地域について教えていただく。 

参加日 

1回 

＝＝＝＝＝ 

・令和 7年 06月 30日（月） １４：００～１５：００ 

場所 宇治明星園特別養護老人ホーム内 地域交流スペース 

参加者 

地域住民、施設入居者、莵道明星園養護老人ホーム、莵道明星園特別養護老人ホ

ーム、莵道明星園小規模多機能型居宅介護、南部・三室戸地域包括支援センター、

社協 SC 

内容 ・椅子ヨガ 等 

実施して 
・志津川地域の方と明星町の方の参加に加えて、特別養護老人ホームの入居者の

方の参加もあり、地域にかかわる多様な方の交流の場となりました。 

今後 

令和 8年度は志津川集会所に場所を変更し継続して実施する予定です。生活支援

体制整備事業として、これまで志津川地域への関わりがなかったので、これを機に

地域との関係構築を図ります。 

 

【槇島圏域】 

（１） 槇島地域包括支援センター 

・「お仕事フレイル」実施に向けた意見交換 

令和 7年度『第 2回宇治市地域の支え合い仕組みづくり会議』のなかで、「すべての人が生きがい

を持ち活躍できる地域とは何か」などをテーマにワークショップを実施しました。そのなかで、槇島地

域包括支援センターのセンター長から提案として「お仕事フレイル」について全体共有がありました。

その提案を受けて、実施に向けた意見交換を実施しました。 
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【北宇治圏域】 

・報告事項なし 

 

【南宇治圏域】 

（１） 南宇治地域包括支援センター 

・「健康相談・介護予防教室」への参加 

目的 
地域の方が集える居場所をつくり、参加者が地域に目を向け、地域の見守りをして

くださる意識の向上を目指す。 

SCの 

参加目的 
参加されている地域の方の声を聞き取りながら、場所づくりのサポートを実施。 

参加日 

３回 

＝＝＝＝＝ 

・令和 7年 06月 26日（木） １０：００～１１：００  

・令和 7年 07月 31日（木） １０：００～１１：００ 

・令和 7年 08月 28日（木） １０：００～１１：００ 

場所 リエゾン宇治おおくぼ 

参加者 

地域住民、平盛居宅介護支援事業所、南宇治地域福祉センター、社協 SC 

講師：小規模多機能サービス リエゾン宇治おおくぼ、宇治市（危機管理課）、京都

翔英高等学校看護科 

内容 
・地域の関係者や企業などを招き講演 

・茶話 等 

実施して 
毎月テーマを変えながら実施していることで、参加者も楽しみに参加をされており、

定着してきています。 

今後 
参加されている地域の方や南宇治地域福祉センターの思いを聞き取りながら、居場

所づくりのサポートをおこなっていきます。 

 

（２） 南宇治をたがやす会 

目的 
認知症当事者と専門職、地域の方とが「食」を通じて関係を築き、困ったときに助け

を求めることのできる場づくりを目指す。 

SCの 

参加目的 

・地域住民や関係者との関係構築。 

・『食』を通して、居場所（デイプレス）を共に考える。 

参加日 

2回 

＝＝＝＝＝ 

・令和 8年 01月 20日（火） １０：００～１４：００ ＠広野公民館 

・令和 8年 03月 31日（火） １１：００～１５：３０ ＠太陽が丘 

参加者 

認知症当事者夫婦、地域住民、広野地区民生児童委員、くりくまデイサービス、ケア

プランセンター真恵、グループホームまごころ、そよかぜ、京都文教大学 lemon tree 

(れもんツリー)、認知症コーディネーター、南宇治地域包括支援センタ―、社協 SC 

内容 ・「食」を通しての交流（鍋やピクニック） 

実施して 
・認知症当事者のお話から生活状況や悩み、抱えている課題を把握できた一方で、

ご本人たちの強みについても知ることができました。 



１７ 

 

・南宇治地域包括支援センターや事業所、活動団体との関係構築ができ、認知症

当事者の方への寄り添いも含めて、未開拓地域への働きかけのきっかけとなりまし

た。 

今後 
『食』を通しての居場所（デイプレス）づくりについて、引き続き関係者と共に取組ん

でいきます。 

 

【宇治市福祉サービス公社の生活支援コーディネーターとの協働】 

（１） 地域元気博 inなかうじ（中宇治・北宇治圏域 NEXT会議） 

目的 

地域で活動する団体や個人がつながり、イベント内での発信などを通して、地域の

多様な人が、地域活動の必要性を楽しみながら理解し、興味をもっていただく機会

とする。 

実施日 

【開催に向けた会議】 

6回 

＝＝＝＝＝ 

・令和 7年 05月 13日（火） １０：００～１１：３０ 

・令和 7年 06月 13日（金） １０：００～１１：３０ 

・令和 7年 07月 11日（金） １０：００～１１：３０ 

・令和 7年 08月 29日（金） １０：００～１１：３０ 

・令和 7年 09月 17日（水） １０：００～１１：００ 

・令和 7年 12月 17日（水） １０：００～１１：００ ※振り返り会 

【地域元気博 inなかうじ】 

・令和 7年 11月 02日（日） １０：３０～１５：３０ 

場所 宇治市福祉サービス公社 中宇治事業所 

参加者 

健康長寿サポーター、えまり（笑舞利）、宇治市高齢者事業団、母子草、傾聴ボラン

ティアかかし、莵道第二学区福祉委員会、中宇治地域包括支援センター、宇治市福

祉サービス公社、公社 SC、社協 SC 

内容 『地域元気博 inなかうじ』に向けた企画内容などの意見交換 

実施して 

担当圏域ではない中宇治圏域での取組みに参加できたことで、普段関わりがある

団体も含めて、より相互理解を深めることができ、新たな担い手とのつながりづくり

にもなりました。 

今後 令和 8年度も実施される場合に、引き続いて協力を予定しています。 

 

（２） 南宇治圏域での防災活動の展開について 

目的 
高齢者の体力不足、健康や病気への不安、孤独になることでの心理的影響などの

解消を目的とした居場所づくりにつながるきっかけづくり。 

SCの 

参加目的 
公社 SCからの取組み提案に対し、担当圏域での取り組みのため参加 

参加日 

2回 

＝＝＝＝＝ 

・令和 7年 04月 09日（水） １１：００～１２：００ 

・令和 7年 05月 27日（火） １０：００～１２：００ 
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場所 宇治市福祉サービス公社 中宇治事業所 

参加者 大久保地区民生児童委員、宇治市議会議員、公社 SC、社協 SC 

内容 
・「防災」をテーマとしたイベントの開催に向けた意見交換 

・地域の状況について情報共有、意見交換 等 

実施して 
・これまで接点をもてていなかった方とつながることができ、お話をお聞きすることが

できたので、地域情報の更新を図ることができました。 

 

【企業・団体との連携、意見交換、相談対応等】 

（１） ウエルシア薬局株式会社 

ウエルシア薬局株式会社が取り組む「社会資源との協働による地域コミュニティづくり」と「移動販

売事業」について意見交換をおこないました。 

（２） 京都信用金庫 西宇治支店 

生活支援体制整備事業についての説明及び、仲介してくださった放課後等デイサービス cocoroの

事業説明、西宇治支店の取組みについての説明などを通して、意見交換をおこないまいした。 

（３） auショップ小倉 

企業の地域貢献活動についての相談対応及び意見交換をおこない、ボランティア活動への調整をお

こないました。 

（４） 種智院大学 綜藝祭実行委員会（大学祭実行委員会） 

種智院大学の学祭『綜藝祭』にブースを出店し、大学生や大学関係者、来場者の方々と地域課題に

ついて考えるワークショップを通して、意見交換をおこないました。 

（５） 御用聞き 

御用聞きが取り組む「生活支援活動（有償ボランティア）」について意見交換、情報共有をおこない

ました。 

（６） 宇治市地域自立支援協議会 

宇治市長寿生きがい課主催による、分野を超えた意見交換の場として、「高齢と障害の地域づくり、

居場所づくりについて考える会」が開催され参加、意見交換や、超高齢社会体験ゲーム「コミュニティ

ーコーピング」をおこないました。 

 

◎資源開発 

①地域組織等への働きかけ・広報啓発 

【気にかけあう地域づくり勉強会の実施】 

（１） 令和 7年 07月 11日（金） 幸齢者健康づくり教室「あつまれ元気の森」 

内容：高齢者の世帯構造／高齢者を取り巻く地域の問題／社会参加の必要性について 

（２） 令和 7年 08月 08日（金） 幸齢者健康づくり教室「あつまれ元気の森」 

内容：健康長寿に大切な３つの柱／地域の取組みの種類について紹介／サロンの取組み紹介 

 

②宇治市健康長寿フェスの運営支援 

目的 
活動団体の発表や体験、ワークショップ、講演会を通して、宇治市民に広く福祉につい

て考え、知っていただく機会を目指す。 

実施日 

【開催に向けた会議】 

4回 

＝＝＝＝＝ 
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・令和 7年 07月 03日（木） １４：００～１５：３０ ＠岡本氏宅 

・令和 7年 09月 09日（火） １４：００～１５：００ ＠宇治市福祉サービス公社 

・令和 7年 11月 25日（火） １３：５０～１６：２０ ＠宇治市総合福祉会館 

・令和 8年 01月 22日（木） １３：３０～１５：２０ ＠宇治市福祉サービス公社 

【宇治市健康長寿フェス 2026】 

・令和 8年 02月 21日（土） １０：００～１５：００ ＠宇治市生涯学習センター 

参加者 宇治市、宇治市福祉サービス公社、宇治市社会福祉協議会 

内容 『宇治市健康長寿フェス２０２６』の開催に向けた運営や企画内容などの意見交換 

実施して 

・イベント全体としては、400 名近い来場者があり、地域の方にも福祉について考えて

いただける機会となりました。 

・SC が登壇し、講師とのトークセッションを実施しました。来場者に対して、生活支援コ

ーディネーターの取組みについて周知する機会となった一方で、講師との調整不足か

ら内容に関しては不十分なところも多く、次回以降への課題もあがりました。 

 

③その他 

【まちなかベンチプロジェクト】 

目的 
地域の高齢者の移動課題に対し、ベンチを設置することで、外出機会の増加と地域の

つながりをうむ交流の場づくりを目指す。 

実施日 

12回 

＝＝＝＝＝ 

・令和 7年 10月 27日（月） １４：３０～１６：００ 

 ※（株）かわな工業様に対し、事業への参画協力依頼を主とした意見交換 

・令和 7年 11月 15日（土） １０：００～１５：００ 

 ※『茶づな deマルシェ』へのブース出店（ベンチ製作ワークショップ）_5台製作 

・令和 7年 11月 29日（土） １４：００～１６：００ 

 ※京都市伏見区で開催された『まちのベンチ情報交換会』に参加 

・令和 7年 12月 15日（月） 

 ※“ハーモニーこはた”に第 1号ベンチの設置／セレモニーの実施 

・令和 8年 01月 20日（火） 

 ※“わかわし”に第 2号ベンチの設置 

・令和 8年 01月 21日（水） 

 ※“木幡檜尾のお地蔵さん前”に第 3号ベンチの設置 

・令和 8年 02月 16日（月） 

 ※“広野町小根尾の個人宅”に第 4号ベンチの設置 

・令和 8年 02月 24日（火） １３：３０～１４：３０ 

 ※（株）かわな工業への協力御礼と報告、令和 8年度の継続依頼のため訪問 

・令和 8年 02月 26日（木） 

 ※“広野町小根尾の個人宅”に第５号ベンチの設置 

・令和 8年 03月 14日（土）、15日（日） 

 ※『茶づな deマルシェ』へのブース出店（ベンチ製作ワークショップ）_5台製作 

・令和 8年 03月 30日（月） 

 ※“折居台の個人宅”に第 6号ベンチの設置 

参加者 
地域住民、（株）かわな工業、茶づな deマルシェ、宇治市立北宇治中学校、宇治市社

会福祉協議会、社協 SC 
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実施して 

・地域からの反響も大きく、当初の想定よりも早いペースで設置を進めることができ、

地域のニーズに対して効果的な展開ができました。 

・企業や教育機関など関係構築を模索していた組織とのつながりができ、イベント出

店なども通して、これまで関わりが薄かった層とつながりを生み出すことができました。 

今後 

・地域からのニーズも増えており、かわな工業様との協働も継続することになったた

め、さらなる事業拡大を目指して令和 8年度も継続して取り組みます。 

・設置後の管理に課題が残っているため、令和 8年度は管理の部分での関係者の巻

き込みやグループ化などに取組んでいきます。 

備考 実施に向けて必要に応じた打合せを局内や関係者とおこないました。 

 

◎会議等への出席 

①関係機関が主催する会議等への出席 

【宇治市地域包括ケア会議】 

実施日 内容 参加

者 

令和 8年 02月 05日（木） 見学として出席し、参加者の意見の聞き取りをおこないまし

た。 

1名 

 

【小地域包括ケア会議】 

実施日 圏域 内容 参加者 

令和 7年 09月 12日（金） 東宇治北 

令和 6 年度から継続している、広岡谷地域

での居場所づくりについて、半年間の幸齢

者健康づくり教室の終了を目前に、参加者

の感想や継続意思について確認、意見交換

をおこないました。 

1名 

令和 7年 09月 17日（水） 南宇治 
地域の居場所づくりについて意見交換をお

こないました。 
2名 

令和 7年 10月 21日（火） 
南部・三室

戸 

南部学区を対象とした、災害に強いまちづく

り「地域力を上げる取組み」について意見交

換をおこないました。 

1名 

令和 7年 10月 31日（金） 北宇治 

神明学区を対象とした、高齢者の個別相談

の対応内容と見えてくる地域課題について

民生児童委員と意見交換をおこないました。 

1名 

令和 7年 10月 31日（金） 
南部・三室

戸 

三室戸学区を対象とした、災害に強いまちづ

くり「地域力を上げる取組み」について意見

交換をおこないました。 

1名 

令和 7年 11月 26日（水） 東宇治北 

「介護保険に頼らずに地域で支えるには」を

テーマに、事例共有と社会資源の一覧づくり

を通した意見交換をおこないました。 

1名 

 

【自立支援型ケア会議】 

実施日 検討対象圏域 検討件数 参加者 

令和 7年 05月 14日（水） 東宇治北／槇島 4事例 1名 
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令和 7年 06月 11日（水） 南部・三室戸／南宇治 4事例 1名 

令和 7年 07月 09日（水） 東宇治南／北宇治 4事例 1名 

令和 7年 09月 10日（水） 東宇治北／槇島 4事例 1名 

令和 7年 10月 08日（水） 南部・三室戸／南宇治 4事例 1名 

令和 7年 11月 19日（水） 東宇治南／北宇治 4事例 1名 

令和 8年 01月 14日（水） 東宇治北／槇島 4事例 1名 

令和 8年 02月 18日（水） 南部・三室戸／南宇治 4事例 1名 

令和 8年 03月 11日（水） 東宇治南／北宇治 4事例 1名 

 

◎研修等への参加 

実施日 研修名 参加

者 

令和 7年 05月 16日（金） 

＠オンライン 

SC養成オンライン研修_基本研修１  

（主催：全国コミュニティライフサポートセンター） 
1名 

令和 7年 06月 17日（火） 

＠オンライン 

SC養成オンライン研修_基本研修４ 

（主催：全国コミュニティライフサポートセンター） 
1名 

令和 7年 06月 30日（月） 

＠オンライン 

SC養成オンライン研修_基本研修５  

（主催：全国コミュニティライフサポートセンター） 
1名 

令和 7年 09月 11日（木） 

＠YIC京都 

みんながつながる情報交換会 Vol.5 

（主催：みんながつながる情報交換会実行委員

会） 

2名 

令和 7年 11月 13日（木） 

＠オンライン 

月例社会保障研究会 

（主催：医療介護福祉政策研究フォーラム／共催：

さわやか福祉財団） 

1名 

令和 7年 11月 17日（月） 

＠オンライン 

いきがい・助け合いオンラインフェスタ２０２５_「シニ

アの地域参加の広げ方」 

（主催：さわやか福祉財団） 

1名 

令和 7年 11月 18日（火） 

＠オンライン 

いきがい・助け合いオンラインフェスタ 2025_「企

業と連携した地域づくりの進め方／都市部を中心

とした近隣助け合いの広げ方」 

（主催：さわやか福祉財団） 

1名 

令和 7年 12月 02日（火） 

＠京都府自治会館／オンラ

イン（ハイブリッド型） 

令和 7年度生活支援体制整備事業推進研修会 

（主催：京都府） 
2名 

令和 7年 12月 18日（木） 

＠宇治市役所 

地域課題発見×解決ワークショップ 

（主催：NPO法人まちづくりねっと・うじ） 
1名 

令和 8年 01月 15日（木） 

＠京都府庁 

地域交響プロジェクト課題分野別パートナーシッ

プ・ミーティング 

（主催：京都府） 

1名 

令和 8年 02月 12日（木） 

＠京都市役所 

市域情報交換会_移動支援シリーズ Part2 

（主催：京都市、京都市社会福祉協議会） 
2名 

令和 8年 03月 09日（月） 

＠宇治市役所 

地域活動サポートデイ事業報告会 

（主催：宇治市市民協働推進課） 
1名 
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令和 8年 03月 13日（金） 

＠宮津市 

みんながつながる情報交換会 Vol.6 

（主催：みんながつながる情報交換会実行委員

会） 

1名 

 

◎多様な関係主体間の定期的な情報共有及び連携・協働に関する業務 

①第 1層協議体の開催 

【宇治市地域の支え合い仕組みづくり会議】 

・第 1回宇治市地域の支え合い仕組みづくり会議 

目的 先進事例から学び、今後の地域での取り組みに活かす 

実施日 令和 7年 10月 16日（水） １０：００～１２：００ 

場所 宇治市生涯学習センター  

参加者 25団体 39名 

内容 

・公社 SC,社協 SCからの取組み報告 

・講演「京都市伏見区社会福祉協議会 地域支え合い活動創出コーディネーター」 

・ワークショップ（情報共有、意見交換） 

実施して 

・身近な地域での具体的な取組み報告を聞けたことで、宇治市での取組みに参考に

なるという意見も多く、特に団体同士のつながりや連携強化に関する意識の向上につ

ながりました。 

備考 実施に向けて必要に応じた打合せを局内や関係者とおこないました。 

 

・第 2回宇治市地域の支え合い仕組みづくり会議 

目的 
地域課題と地域ニーズについて共有し、地域に必要な取組みなどについて意見交換

を図る 

実施日 令和 8年 02月 10日（火） １４：００～１６：００ 

場所 宇治市生涯学習センター 

参加者 24団体 40名 

内容 

・生活支援コーディネーターの目指す地域像について 

・生活支援コーディネーターと関係団体からの事例報告 

・地域包括支援センターからの話題提供 

・ワークショップ（情報共有／意見交換） 

実施して 

・生活支援コーディネーターからだけの活動報告ではなく、一緒に取組んだ関係書と

登壇し取組みを報告したことで、参加者側の受取に変化がありました。実際に、東宇

治南地域包括支援センターとの取組み報告をきっかけに、令和 8 年度に東宇治北地

域包括支援センターとの新たな取組みがスタートすることになりました。 

・ワークショップ内で上がった意見のいくつかは、令和8年度の取組みの参考なってい

ます。 

備考 実施に向けて必要に応じた打合せを局内や関係者とおこないました。 

 

【東宇治北圏域 NEXT会議】 

目的 
地域の「目指したい姿」とそれを実現するためのアクションを地域で展開するためにそ

れぞれ何をしていくのかを多様な主体の参加のなかで深める。 

実施日 
5回 

＝＝＝＝＝ 
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・令和 7年 04月 22日（火） １４：００～１６：００ 

・令和 7年 05月 27日（火） １４：００～１６：００ 

・令和 7年 06月 25日（水） １０：００～１１：３０ 

・令和 7年 10月 14日（火） １４：００～１６：００ 

・令和 7年 11月 27日（木） １４：００～１６：００ 

場所 はなのきざかの家 

参加者 
地域住民、ウェルビーイング宇治人、ハーモニーこはた、東宇治北地域包括支援セン

ター、宇治市（長寿生きがい課）、宇治市社会福祉協議会 

実施して 

・「移動支援」や「居場所づくり」、「包括の抱える困りごと」などのテーマで意見交換

をおこないました。地域住民と関係団体の参加者が全員男性であったため、他の協議

体とは違った雰囲気のなかで話合いをすることができ、意見を聞くことができました。 

今後 
・東宇治北NEXT会議としては一度終了し、「男性の居場所づくり」について考える場

として、令和 8年度以降での働きかけを検討しています。 

 

【西宇治・南宇治圏域 NEXT会議】 

・関係者間での協議の結果、当該エリアで新規で動いている取組みなどもあるため、今年度は働きかけを

保留し、令和 8年度以降での働きかけを検討しています。 

 

②第 2層協議体の調整・企画・運営 

【北畠ラルゴ木幡／ラルゴカフェ】 ＠槇島町南落合 

目的 
北畠地域について、地域住民と関係者が集い、地域の困りごとや気になることについ

て話し合いを重ね、住民自治による福祉活動へのサポートを実施。 

実施日 

10回 

＝＝＝＝＝ 

・令和 7年 04月 18日（金） １４：００～１６：００ 

・令和 7年 05月 16日（金） １４：００～１６：００ 

・令和 7年 06月 20日（金） １４：００～１６：００ 

・令和 7年 07月 18日（金） １４：００～１５：３０ 

・令和 7年 09月 19日（金） １４：００～１６：００ 

・令和 7年 10月 17日（金） １４：００～１６：００ 

・令和 7年 11月 21日（金） １４：００～１５：３０ 

・令和 7年 12月 19日（金） １４：００～１５：３０ 

・令和 8年 01月 16日（金） １４：００～１６：００ 

・令和 8年 02月 20日（金） １４：００～１６：００ 

場所 木幡北畠集会所 

参加者 
地域住民、認知症当事者、木幡地区民生児童委員、認知症コーディネーター、東宇治

北地域包括支援センター、社協 SC 

内容 

・ラルゴカフェの実施 

・暮らしのなかで気になっていること 

・地域の取組みについて 

・認知症当事者の方による特技の披露（よし笛） 

・まちなかベンチプロジェクトについて 

実施して 
・認知症当事者の方による“よし笛”の披露を毎回していただくことで役割ができ、生

きる張りとなり症状が安定しました。また、当事者が他の当事者に声をかけ、輪が広が
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っています。 

・まちなかベンチプロジェクトの取組みについて、協議体として取組むこととなり、設置

場所の選定や自治会との調整、設置の際の地域への声掛けなど、協議体に参加して

いる地域の方が主体的に調整くださいました。 

今後 
・誰もが参加できる場としての特性を引き出し、ひとりひとりの参加者の力を発揮でき

る場を目指します。 

 

【やまびこ～紫ヶ丘を住みやすくする会】 ＠槇島町南落合 

目的 
紫ヶ丘地域について、地域住民と関係者が集い、地域の困りごとや気になることにつ

いて話し合いを重ね、住民自治による福祉活動へのサポートを実施。 

実施日 

11回 

＝＝＝＝＝ 

・令和 7年 04月 09日（水） １４：００～１６：００ 

・令和 7年 05月 14日（水） １４：００～１６：００ 

・令和 7年 06月 11日（水） １４：００～１６：００ 

・令和 7年 07月 09日（水） １４：００～１６：００ 

・令和 7年 08月 13日（水） １４：００～１６：００ 

・令和 7年 09月 10日（水） １４：００～１６：００ 

・令和 7年 11月 12日（水） １４：００～１６：００ 

・令和 7年 12月 10日（水） １４：００～１６：００ 

・令和 8年 01月 14日（水） １４：００～１６：００ 

・令和 8年 02月 18日（水） １４：００～１６：００ 

・令和 8年 03月 11日（水） １４：００～１６：００ 

場所 紫ヶ丘集会所 

参加者 
地域住民、槇島地域包括支援センター、宇治市（長寿生きがい課、交通政策課）、社

協 SC 

内容 

・『やまびこの日』の取組みについて 

・暮らしのなかで気になっていること 

・地域の取組みについて 

・まちなかベンチプロジェクトについて 

実施して 
・毎月第 4土曜日に開催している「やまびこの日」も住民主体で進められており、多世

代の交流や地域のつながりづくりの場となっています。 

今後 
暮らしの中で気になっていることや、地域の声を聞きながら、紫ヶ丘を住みやすくする

ために、地域の取組みを共に考えていきます。 

 

【月夜バーガー】 ＠槇島町月夜 

目的 

朝治プラザ宇治を中心とした地域について、地域住民と関係者が集い、地域の困りご

とや気になることについて話し合いを重ね、住民自治による福祉活動へのサポートを

実施。 

実施日 

6回 

＝＝＝＝＝ 

・令和 7年 04月 18日（金） １４：００～１６：００ 

・令和 7年 06月 20日（金） １４：００～１６：００ 

・令和 7年 08月 29日（金） １４：００～１６：００ 
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・令和 7年 10月 31日（金） １４：００～１６：００ 

・令和 8年 01月 23日（金） １４：００～１６：００ 

・令和 8年 03月 27日（金） １４：００～１６：００ 

場所 朝日プラザ宇治 

参加者 
地域住民、マンション組合、マンション内で高齢者サロンや多世代交流拠点に取組む

方、槇島地域包括支援センター、社協 SC 

内容 

・暮らしのなかで気になっていること 

・地域の取組みについて 

・住民同士の助け合いの仕組みについて 等 

実施して 

・高齢者を中心とした『ホットサロン月夜』と子どもたちを中心に多世代交流の場とな

っている『なまけもの』とでニーズや困りごとを聞き取り、協議体の場で話をするという

構図を意識して進めることができ、マンション内の助け合いの仕組みづくりの一歩とな

りました。 

今後 
・“仕組み”化には至っていないので、引き続き関係者との協議を重ねながら仕組みづ

くりを進めていきます。 

 

【北槇 ODEN】 ＠槇島町 グリーンタウン槇島 

目的 地域の気になることや、地域の状況を聞かせていただき、地域の困りごとを話合う。 

実施日 

1回 

＝＝＝＝＝ 

・令和 8年 02月 16日（月） １３：００～１５：００  

場所 グリーンタウン槇島 中央集会所 

参加者 
地域住民、グリーンタウンの住民、近隣住民、UR 生活アドバイザー、京都文教大学、

（株）花駒、ひかりサロン、宇治市社会福祉協議会、社協生活支援コーディネーター 

内容 ・日頃の地域の様子をグループごとに情報共有、意見交換 

実施して 

・第 2層協議体『北槇ODEN』の協議のなかからうまれた『グリーンカフェ』の取組み

が地域に定着し、安心した場となっていることから、リラックスした空間のなかでさまざ

まな地域情報を聞くことができました。 

今後 
月に１度のカフェを継続して開催し、地域で何か困りごとがあれば、メンバーが集まり、

地域について考えていけるようにサポートをおこないます。 

 

③協議体以外での多様な関係主体間の連携 

【みんながつながる情報交換会 実行委員会】 

SCの 

参加目的 
他市町村の生活支援コーディネーターとのつながりと情報収集 

参加日 

9回 

＝＝＝＝＝ 

・令和 7年 04月 23日（水） １６：００～１７：００ ＠zoom（オンライン） 

・令和 7年 05月 29日（木） １６：００～１７：００ ＠zoom（オンライン） 

・令和 7年 06月 16日（月） １６：００～１７：００ ＠zoom（オンライン） 

・令和 7年 07月 31日（木） １６：００～１７：００ ＠zoom（オンライン） 

・令和 7年 08月 26日（火） １６：００～１７：１５ ＠zoom（オンライン） 

・令和 7年 10月 06日（月） １６：００～17：45 @zoom（オンライン） 

・令和 7年 10月 24日（金） １６：００～１７：２０ ＠zoom（オンライン） 
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・令和 7年 12月 24日（水） １６：００～１７：００ ＠zoom（オンライン） 

・令和 8年 01月 30日（金） １６：００～１７：００ ＠zoom（オンライン） 

参加者 

京都府、さわやか福祉財団、みんなの元気塾、宮津市社協 SC、与謝野町社協 SC、久

御山町社協 SC、伊根町社協 SC、京丹波町社協 SC、宇治社協 SC 

※SCは、生活支援コーディネーター 

内容 

・各市町村の生活支援コーディネーターが孤独にならないように、生活支援コーディネ

ーター同士がつながり、各市町村で行われている取組みなど情報交換を行いました。 

・年２回の『みんながつながる情報交換会』の実施について意見交換を行いました。 

参加して 

各市町村の生活支援体制整備事業の進捗状況、取組状況等の情報を知ることがで

き、他市町村の生活支援コーディネーターとさわやか福祉財団、京都府との関係構築

の機会となっています。 

 

【Salon for Salon】 

目的 
Hot!ふれあいサロン事業に登録（助成金交付込）している団体を中心に、地域で身

近なつながりづくりや居場所づくりに取り組む団体のネットワーク構築 

SCの 

参加目的 

・地域でサロン活動等に取組まれている方とのつながりづくり 

・地域のニーズや課題の把握 等 

参加日 

6回 

＝＝＝＝＝ 

・令和 7年 07月 29日（火） １４：００～１６：００ ＠木幡地域福祉センター 

・令和 7年 08月 26日（火） １４：００～１６：００ ＠宇治市総合福祉会館 

・令和 7年 09月 05日（金） １４：００～１６：００ ＠東宇治地域福祉センター 

・令和 7年 11月 21日（金） １４：００～１６：００ ＠西小倉地域福祉センター 

・令和 7年 12月 19日（金） １４：００～１６：００ ＠宇治市総合福祉会館 

・令和 8年 01月 30日（金） １４：００～１５：３０ ＠開地域福祉センター 

参加者 地域のサロン運営者・参加者、宇治市社会福祉協議会、社協 SC 

内容 

・団体について 

・取組や暮らしのなかで気になっていること 

・やってみたいこと、悩んでいること 

・それぞれの特技の共有 

・情報共有、意見交換 等 

実施して 
・実際にサロン活動者のお話を直接聞くことができるため、地域での立ち上げ対応の

際に参考となっています。 

今後 

生活支援コーディネーターが把握している、地域課題やニーズなどの情報を共有しな

がら、居場所づくりが必要と考えるエリアで『Salon for Salon』を開催し、ターゲット

としたエリアでの担い手発掘や居場所の立ち上げを進めていければと考えています。 

 

 

３．多様な住民の語り合いの場づくり  

目  標／身近な地域社会への関心事や不安を抱えている当事者の思いを共有する機会を設

け、地域住民の共感の輪を拡げます。 

取組み／木幡学区で、住民交流拠点（～コラボプラザ～「ふらっとこはた」の取組み支援）を通

じたお互いさまの場づくり 
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        当事者に寄り添った住民交流拠点の積極的な情報把握と日頃からのつながりづくり 

 

木幡学区福祉委員会解散後の取組みとして、木幡地域の“いま”や“思い”を語り合い、「こんなのが

あればいいな」「こんな活動ができたらいいな」を共有し、学び合う懇談会を、毎月１８日に定例で開催

しました。木幡学区内の住民誰もが立ち寄れ、交流や情報交換を行い、志を同じくする人同士で、新たな

動きや活動を生み出していくきっかけづくりとなる交流拠点の開設を第４土曜日に定め実施しました。 

当日は、当会職員も参加し、相談を受けるという姿勢ではなく、身近なできごとの話を伺いながら、社

協の活動を地域住民に知ってもらえるよう努めました。 

木幡地域の住民に特技を披露してもらう機会（ミシン裁縫、和楽器演奏など）や、自分にとっては不要

であるが、誰かにとっては必要なものという発想に着目し「もらって下さいコーナー」などを発案し設置しま

した。また、子育て中の親子が電車の玩具で遊びに来たり、小学校の授業へのお手伝いで顔見知りにな

った児童が遊びに来てくれたり、地域ならではのつながりが生まれています。 

 

（コラボプラザ ふらっとこはた 定例会メンバー） 

六地蔵駅前の花壇整備などをされているグリーンボランティア／地域のふれあいサロン活動者／地元

の民生委員／介護者家族の会や地元の木幡区の役員／木幡学区ウォークラリーへの参加を機につな

がった人 

 

（定例会）※参加者には事務局人数含まず。事務局は毎月２名参加 

日  時 

①令和７年４月１８日（金）1０：００～１２：００ 

②令和７年５月１８日（日）1０：００～１２：００ 

③令和７年６月１８日（水）1０：００～１２：００ 

④令和７年７月１８日（金）1０：００～１２：００ 

⑤令和７年８月１８日（月）1０：００～１２：００ 

⑥令和７年９月１８日（木）1０：００～１２：００ 

⑦令和７年１０月１８日（土）10：00～１2：00 

➇令和７年１１月１８日（火）10：00～１2：00

⑨令和７年１２月１８日（木）10：00～１2：00 

⑩令和８年 １月１８日（日）10：00～１2：00 

⑪令和８年 ２月１８日（水）10：00～１2：00 

⑫令和８年 ３月１８日（水）10：00～１2：00 

場  所 
①、②、③、④、⑥、⑦、⑧、⑨、⑩、⑪、⑫木幡北畠集会所 

⑤ コミュニティワークこはた館 

目  的 
地域住民の思いを形にしながら、地域に関心を持つ参画者の輪を拡げる 

居場所(毎月第４土曜日)の開催について企画を行う 

参加者 ①5名 ②３名 ③４名 ④４名 ⑤５名 ⑥５名 ⑦４名 ⑧４名 ⑨6名 ⑩４名 ⑪５名 ⑫５名 

内  容 

・木幡地域懇談会の方向性の確認 

・LINEを活用した情報集約・発信 

・懇談会参加者同士にて、木幡学区内の身近な情報やできごとの共有 

・交流の場の具体的な内容、準備に向けての意見交換 

実施して 

定例会への新規参加はありませんでした。運営面では、同じメンバーで話し合いを続けること

で、役割分担を円滑に行うことができています。住民同士で、「地域のことについて、フラットに

語り合い、学び合い、共にやってみることを繰り返す」を意識して懇談会を続けており、木幡地域

のできごとを共有し、住民に関心を持ってもらうための企画やアイデアを出し合っています。民生

児童委員の改選もあり、新しいメンバーが増えました。 

 

 

 

（コラボプラザ ふらっとこはた 居場所） 
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日  時 

①令和７年４月２６日（土）10：00～1４：００   

②令和７年５月２４日（土）１０：００～１４：００ 

③令和７年６月２８日（土）1０：００～１４：００ 

④令和７年７月２６日（土）10：00～1４：００ 

⑤令和７年８月２３日（土）１０：００～1４：００ 

⑥令和７年９月２７日（土）10：00～1４：００ 

⑦令和６年１０月２５日（土）10：00～1４：００ 

⑧令和６年１１月２２日（土）1０：００～１４：００ 

⑨令和６年１２月２０日（土）1０：００～１２：４５ 

⑩令和７年 １月２４日（土）1０：００～１４：００ 

⑪令和７年 ２月２８日（土）1０：００～１４：００ 

⑫令和７年 ３月２８日（土）1０：００～１４：００ 

場  所 ①②③④⑤⑥⑦⑨⑩⑪⑫木幡地域福祉センター ⑧萬福寺一円  

目  的 
地域の方が、お互いにフラットな立場で、ふらっとおしゃべりに来て、自分が知らない情報を得た

り、「地域の中にあったらいいな」と思う活動の具現化を住民自らが進めたりする場にする。 

参加者 
①４３名 ②２４名 ③３５名 ④１７名 ⑤２１名 ⑥２９名 ⑦２３名 ⑧１３名 ⑨２５名  

⑩２６名 ⑪２４名 ⑫１２名 

内  容 

（地域住民のやりたいことや、特技を活かしたプログラム） 

①宇治陵の話                         ②家庭菜園講座 

③モルックを楽しもう                    ④和楽器演奏 

⑤虫よけジェル・プラ板キーホルダーづくり  ⑥家庭菜園講座  

⑦懐かしのレコードを聞こう              ⑧国宝、萬福寺を探索 

⑨寄せ植えづくりワークショップ           ⑩ボッチャを楽しもう 

⑪大人の茶話会                       ⑫ボッチャを楽しもう 

他にも「もらってくださいコーナー」と「ドライフラワークリップづくり」などを常設しています。 

電車玩具のおもちゃも常設しており、子どもたちに大人気です。 

実施して 

家庭菜園講座など、人気の企画もあり、地域の交流や顔見知りを作れる場所にもなっています。

今年度は、事務局のメンバーを固定して参加するように対応をしました。継続的に関わることで、

居場所、定例会の活動を円滑に進めることができました。 

 

４．Hot！ふれあいサロン活動への支援 

目  標／Hot！ふれあいサロン（以下「サロン」）活動を通じた、身近な人と人とのつながりを 

絶やさない取組みを支援します。 

取組み／市内のサロン活動のネットワークづくりとサロン交流会・研修会の実施 

参加希望者との調整や活動者への情報提供 

サロンの立ち上げ支援のための、より身近な地域でのサロン相談会の実施 

 

新規申請が10件あり、うち 6件が新規に立ち上がったサロンでした。新型コロナウイルス感染症の影響

があった時期と比べ、地域福祉活動が戻りつつあることが窺えます。こうした中で、「つどいの必要性」が改

めて求められています。地域福祉活動のさらなる推進を目的に、新たに取り組んだのが、『Salon for 

Salon』の地域展開でした。「宇治市総合福祉会館まで行くことができない」という声を受けて、各地域福

祉センターを利用し、地域別開催を実施しました。はじめて参加した人や代表者以外の参加があり、これま

でと違った交流を促すことができました。また、近隣のサロン同士のサロンのつながりが生まれました。 

 

（１）サロン助成金交付推移と一覧  

91件のサロン申請（助成金申請サロン 87件、登録のみサロン 4件）があり、宇治市共同募金委員会

から 91件のサロンに助成金交付されました。新たに 10件のサロンの助成金申請がありました。一方で、

高齢化による担い手不足や書類作成の困難化、参加者減少による解散が 5件ありました。活動を継続す

るが助成金申請及び、登録も行わないサロンが 2件ありました。 
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（サロン登録数及び助成金交付の推移） 

年度 令和５年度 令和 6年度 令和 7年度 

助成金申請額（円） ２,４４７,０００ 2,647,000 2,850,000 

助成金決定額（円） ２,４４７,０００ ２,600，000 2,850,000 

助成金確定額（円）   2,759,169 

登録数（）内は登録のみサロン数 84（8） 8８（5） 91(4) 

新規登録数 6 9 10 

※助成決定額：年度当初に申請を受けて決定した額／助成確定額：年度終了時の活動実績に基づいて確定した額  

 

（登録・助成金交付サロン一覧） 

  登録 小学校区 サロン名 決定額 確定額 

1   木幡 アルス、シルバー会 ¥19,000 ¥19,000 

2   小倉 南陵台ふれあいサロン「和み」 ¥55,000 ¥55,000 

3   小倉 南陵町健康サロン「健やか」 ¥43,000 ¥43,000 

4   小倉 南陵台友愛サロン「フレンズ」 ¥43,000 ¥43,000 

5   菟道 サロン妙楽 ¥19,000 ¥19,000 

6   南部 サロンお茶の子会 ¥19,000 ¥19,000 

7   南小倉 福寿会 ¥19,000 \19,000  

8   菟道 サロン白川 ¥25,000 ¥25,000 

9   神明 ハモフレ ¥43,000 ¥43,000 

10   菟道第二 Hot！ふれあいサロン権現 ¥19,000 ¥19,000 

11   槇島 サロン巨椋 ¥37,000 ¥37,000 

12   槇島 喜楽会 ¥19,000 ¥19,000 

13   槇島 サロンいきいき ¥30,000 ¥30,000 

14   槇島 つるかめ ¥19,000 ¥19,000 

15   槇島 サロン槇の島 ¥12,000 ¥12,000 

16   槇島 むらさき気楽会（水） ¥55,000 ¥55,000 

17   菟道 anco kids ¥19,000 \19,000  

18   大開 かもめサロン麻雀倶楽部 ¥37,000 ¥0 

19   菟道第二 おやこサロンにこにこたっち ¥19,000 ¥19,000 

20   槇島 むらさき気楽会(木曜日) ¥55,000 ¥55,000 

21   岡屋 ホットサロンゆうゆう ¥30,000 \30,000  

22   大久保 くりくま健功会 ¥37,000 ¥37,000 

23   笠取 山の家サロン ¥55,000 ¥55,000 

24   宇治 しゃべり場カフェ ¥15,000 ¥15,000 

25   槇島 北内 Hot！ふれあいサロン ¥25,000 ¥25,000 

26   槙島 やすらぎ ¥19,000 ¥19,000 
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27   南小倉 ホット茶論レインボー ¥37,000 ¥37,000 

28   大久保 Hot！ふれあいサロン のんこ ¥31,000 ¥28,218 

29   南部 丸山はづきの会 ¥19,000 ¥19,000 

30   大久保 文化サロン「ゑん」 ¥37,000 ¥37,000 

31   小倉 わかさ(健笑会) ¥20,000 ¥20,000 

32   神明 サロンおこしやす ¥19,000 ¥19,000 

33   菟道 ワクワク光 ¥13,000 ¥13,000 

34   平盛 陽だまりの会 ¥25,000 ¥25,000 

35   笠取第二 カフェすみやま ¥31,000 \31,000  

36   神明 天神台ふれあいサロン絆 ¥43,000 ¥38,248 

37   南部 サロン車田 ¥19,000 ¥19,000 

38   菟道 シロツメクサ ¥37,000 ¥37,000 

39   伊勢田 サロン「絆」 ¥31,000 \31,000  

40   岡屋 一水会 ¥19,000 ¥19,000 

41   南部 フレンドサロン ¥19,000 ¥19,000 

42   大久保 もみじ会 ¥19,000 ¥19,000 

43   大開 城南荘木曜カフェ ¥37,000 ¥37,000 

44   御蔵山 南山ふれあいサロン ¥37,000 ¥37,000 

45   北小倉 フリースペース「おやすみ」 ¥55,000 ¥55,000 

46   伊勢田 どんぐりっこ ¥55,000 \55,000  

47   菟道 子育ちサークルそよかぜ ¥25,000 ¥25,000 

48   北槇島 北槇ハーモニー ¥55,000 \55,000  

49   西大久保 Hot!ふれあいサロン田原 ¥19,000 ¥19,000 

50   菟道 楽楽クラブ ¥25,000 ¥25,000 

51   南小倉 HOTふれあいサロンかようかい ¥55,000 ¥55,000 

52   小倉 縁が和サロン ¥43,000 ¥43,000 

53   宇治 ほっとふれあいサロンひまわり ¥10,000 ¥10,000 

54   菟道第二 野神ふれあいサロン ¥19,000 ¥19,000 

55   西大久保 ともしび ¥19,000 \19,000  

56   槇島 ホットサロン月夜 ¥37,000 ¥37,000 

57   木幡 楽老会 ¥55,000 ¥55,000 

58   大開 ほっと！スマイル ¥55,000 ¥55,000 

59   菟道 太極拳ユニエスさくら ¥55,000 ¥55,000 

60   宇治 サロン広芝 ¥19,000 ¥19,000 

61   小倉 Hotふれあいサロンあじさい ¥55,000 \55,000  
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62   小倉 活き生き教室２０３ ¥37,000 \37,000  

63   宇治 おこしやす ¥31,000 ¥31,000 

64   岡屋 金曜サロン ¥55,000 ¥55,000 

65   西大久保 ここいこ うじ ¥37,000 ¥37,000 

66   大久保 茶和優快サロン ¥37,000 ¥37,000 

67   御蔵山 色えんぴつ ¥55,000 \55,000  

68   木幡 特定非営利活動団体ほっこりスペースあい ¥55,000 ¥55,000 

69   南小倉 頭いきいき OB会 二月会 ¥19,000 ¥19,000 

70   神明 開ひまわり会 ¥37,000 ¥37,000 

71   宇治 冒険遊び場 うさぎはらっぱであそぼうよ！ ¥19,000 ¥19,000 

72   大久保 ぽちぽち ¥31,000 ¥31,000 

73   木幡 なかよし会 ¥37,000 ¥37,000 

74   伊勢田 うーちゃんの部屋 ¥19,000 ¥19,000 

75   菟道第二 びわの会 ¥19,000 ¥19,000 

76   菟道第二 ポヨポヨキッズ ¥43,000 ¥43,000 

77   宇治 Twinkle Tweety ¥13,000 \4,083  

78   小倉 蔭山朝日高齢者サロン ¥55,000 ¥55,000 

79   三室戸 明星ホットサロン ¥19,000 ¥19,000 

80   御蔵山 茶-みんぐシニアサロン ¥19,000 ¥19,000 

81   南部 サロン福寿草 ¥37,000 ¥37,000 

82   菟道 和気あいあい ¥55,000 ¥55,000 

83   平盛 団地サロン ¥37,000 ¥35,620 

84   木幡 サロンあざみ ¥19,000 ¥19,000 

85   宇治 パタカラクラブ ¥19,000 ¥19,000 

86   槇島 木曜麻雀部 ¥55,000 ¥55,000 

87   岡屋 NAGOMI ¥55,000 ¥19,000 

88 ○ 南部 一福会 - - 

89 ○ 木幡 御蔵山サロン - - 

90 ○ 北小倉 よもやま会 - - 

91 ○ 槇島 イキイキの会 - - 

        ¥2,850,000 \2,759,169  

 

（２）サロン研修会の開催  

サロン運営者同士が交流することで、その意義を感じて頂き、工夫した取組みを学び合いました。また、

他のサロンを真似ることで、運営者の負担感の軽減につながればと考え、研修会を実施しました。 
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（サロン研修会の実施） ※ボランティア研修会の一部として実施  

日  時 令和 8年 3月 13日（金）14：00～16：00 

場  所 宇治市総合福祉会館  

目  的 

サロン同士の交流を通じて、他のサロンと交流する意義を感じていただき、それぞれの取

組みの工夫を学び合います。他のサロンの取組みを真似ることも大切であるという認識

を持つことで、負担感の軽減につなげる。 

参加者 25名 

内  容 

（１） サロン担当者によるサロン訪問報告 

（２） 「縁が和サロン」による活動報告 

（３） 交流会 

実施して 

サロン活動者に登壇していただいて、取組みの様子を発表いただきました。参加者は、

真剣に話を聞き、終始、質疑応答が途切れることなく、どのグループもお互いに話をさ

れていました。交流の場、情報交換の場としても有意義な研修会でした。 

 

（３）サロン活動者懇談会 「Salon
サ ロ ン の

 for
ための

 salon
さ ろ ん

」の実施 

市内のふれあいサロンのネットワークづくりを目的に、趣旨に賛同いただいたサロン活動者による懇談

会を実施しました。ふれあいサロン活動者同士が主体的に活動内容を話し合え、日頃の思いや悩み、課

題等を共有できる場のひとつとなっています。 

（Salon
サ ロ ン の

 for
ための

 salon
さ ろ ん

） 

目  的 
サロン活動における日頃の思いや悩み、課題等を共有し、サロン活動者の主体で進める

市内のふれあいサロンのネットワークづくり 

実施日 

① 令和 7年 05月 23日（金） １４：００～１６：００ ＠宇治市総合福祉会館 

② 令和 7年 07月 29日（火） １４：００～１６：００ ＠木幡地域福祉センター 

③ 令和 7年 08月 26日（火） １４：００～１６：００ ＠宇治市総合福祉会館 

④ 令和 7年 09月 05日（金） １４：００～１６：００ ＠東宇治地域福祉センター 

⑤ 令和 7年 11月 21日（金） １４：００～１６：００ ＠西小倉地域福祉センター 

⑥ 令和 7年 12月 19日（金） １４：００～１６：００ ＠宇治市総合福祉会館 

⑦ 令和 8年 01月 30日（金） １４：００～１６：００ ＠開地域福祉センター 

参加者 

① ９団体 10人 

② 4団体 5人 

③ 5団体 5人 

④ 5団体 7人 

⑤ 5団体 6人 

⑥ 6団体 6人 

⑦ 1団体 2人 

内  容 各サロンで取り組んでおられることの情報共有を目的に実施しました。 

実施して 

・サロン運営者同士、取り組まれている内容を参考にし、各自の得意なこと（マジックや人

形劇など）を他のサロンで披露することにつながるなど、Salon for Salon の目標を達

成することができました。 

・初めて福祉会館以外の場所で開催し、目的通りにこれまで参加のなかった方を巻き込

むことができ、地域ごとの交流促進の機会にもなりました。 
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５．宇治ボランティア活動センターの運営支援によるボランティア活動の拡充 

目  標／市民主体によるセンター運営への支援を通じ、ボランティア活動の拡充を図ります。 

取組み／市民との協働によるボランティア活動センターの運営 

広く市民がボランティアに参画できるきっかけづくりやボランティアコーディネート 

 

（１）宇治ボランティア活動センター運営委員会へのかかわり 

宇治ボランティア活動センター（以下、活動センター）では、毎月役員会と運営委員会が定例開催され

ています。当会からは担当職員が活動センターの副事務局長として参画し、役員会への出席、運営委員

会への情報提供、活動センター宛の文書の受付や他機関からの依頼事項の伝達、催しの広報活動、各種

申請手続き、運営委員間の連絡調整等を行いました。当会として、市民とのパートナーシップを大切にした、

活動センターの協働運営に重点を置いていることから、運営委員による主体的な活動センターの運営に

必要な支援や、当会の取組みへの参加協力の調整を行いながら、地域福祉の推進やボランティア活動の

拡充を行っています。 

令和７年度は、宇治市総合福祉会館の外壁改修工事も終了し、３月にボランティアフェスティバルを実

施しました。昨年に引き続き、若者世代との関わりの強化を目標に掲げ、三大事業であるSDGs清掃活動、

バリアフリー上映会、宇治ボランティアフェスティバルでは多世代も一緒にボランティア活動へ関わるきっ

かけを作り、多くの方にご参加・ご協力いただきました。また、今年度は活動センターで YouTubeチャンネ

ルを開設し、動画を通して活動センターの取組みを周知することにも力を入れました。引き続き、誰もが参

加できるボランティア活動の機会づくりを意識して取組みます。 

令和４年３月から始まった、日常生活のちょっとした困りごとのお手伝いをする「生活応援隊」は、年々活

動件数も増加し、令和７年度も１００件を超える依頼件数に対して活動が行われました。当会では、引き続

きボランティア活動を始めたいという相談者に生活応援隊のサポーターへの登録を勧め、活動紹介チラシ

を地域包括支援センターなどへも情報共有を行い、活動の側面的なサポートを行いました。 

 

（２）運営委員会との協働による取組み概要 

実施日（頻度） 事業名 実施場所 

毎月１回 役員会 総合福祉会館 

毎月１回 運営委員会 総合福祉会館 

毎月１１日 イエローレシートキャンペーン イオン久御山 

年数回 宇治市災害ボランティアセンターへの参画 総合福祉会館 

奇数月 情報紙「パートナー」発行 総合福祉会館 

概ね月１回 生活応援隊定例会 総合福祉会館 

５月～７月 京都文教大学ボランティア演習による学生受入れ（春学期） 総合福祉会館 

4月 2７日（日） 第３１回定期総会 総合福祉会館 

6月 1４日（土） 宇治市障害者スポーツ大会への協力 西宇治体育館 

6月４日（水） 

6月１８日（水） 
「はじめよう！セカンドライフ」講座 生涯学習センター 

10月 1日（水） 
赤い羽根共同募金への協力 

→街頭募金活動への参加・グループ募金協力 
宇治市内等 

１０月１９日(日) SDGs清掃活動 興聖寺周辺 

１１月 2日(日) 運営委員研修(宇治散策) 宇治市内 

１１月４日（火） 

１１月１８日（火） 
「はじめよう！セカンドライフ」講座 生涯学習センター 
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１１月１１日(火) 宇治支援学校ボッチャ大会への参加 宇治支援学校 

12月６日（土） 運営委員研修 宇治市総合福祉会館 

２月１日(日) バリアフリー上映会 生涯学習センター 

２月２１日（土） 令和７年度 健康長寿フェス２０２６への出展 生涯学習センター 

3月２９日（日） 

ボランティアフェスティバル＆思いの駅伝 

ヒューマンライブラリーの開催 

ボッチャ大会 

団体・個人のステージ発表、パネル展示 

園児と高校生の遊び場 

総合福祉会館

生涯学習センター 

ゆめりあうじ 

   

     宇治ボランティアフェスティバル              SDGs清掃活動    

 

６．加入団体と連携した宇治市災害ボランティアセンターの運営  

目  標／日常の延長上にある「災害時」を意識し、災害時にも強いまちづくりに寄与します。 

取組み／研修や訓練、運営委員会において災害時を意識した「日常の関係づくり」の構築 

 

  ふれあいのまちづくり推進協議会を前身母体に平成１９年度に設立した常設型災害ボランティアセンタ

ーです。平成２４年京都府南部地域豪雨災害（非常時体制移行；3,625名の活動調整）を経て、平成26

年度宇治市と「災害ボランティア活動の推進に関する協定」を締結し、現在に至ります。平常時活動として、

運営委員を中心にセンター運営を行いました。全国各地の被災状況をふまえ、災害ボランティアセンター

の認知が高まる中、地域防災訓練や防災ミーティングなどで災害ボランティアセンターの役割や機能につ

いて啓発しました。 運営訓練の再開をきっかけに、加入団体から、自団体の役割発揮のために、地域で

研修をともに企画して欲しいと望む声があがるなど、周知効果がありました。 

 

（１）運営体制の強化 

（第１８回総会） 

日 時 令和７年６月７日（土）１０：００～12：00 

実施場所 宇治市総合福祉会館 大広間 

参加者 

61団体（会場 30団体・オンライン５団体・委任状２6団体） ※正会員７4団体中 

39名（会場 3４名、オンライン５名、委任状２6名） 

来賓２名（宇治市・京都府災害ボランティアセンター）、事務局 3名 
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実施内容 

・令和６年度事業報告・決算報告について 

・令和７年度事業計画・予算案について 

（講演会） 

講演：災害ボランティアや復興を通じて「助け合う社会（地域）をどう作るか」 

講師：公立大学法人福知山公立大学准教授 大門大朗 氏 

実施して 

被災地支援の経験、知見について座学だけでなく、カードワークを用いた演習を通

して、参加者自らの考えと他者との考えに違いがあることに気付くことができ、災害

時に多様な考えを尊重する姿勢を学びました。オンライン参加者と会場参加者の

グループワーク上の意見交換ができず、手法に課題が残りました。 

 

（運営委員会） 

日  時 

①令和７年 ５月１４日（水）19：00～21：00 

②令和７年１０月 ７日（火）１９：００～21：00 

③令和７年１１月２５日（火）１９：００～２０：30 

④令和８年 １月１３日（火）19：00～21：00 

⑤令和８年 3月１７日（火）19：00～２１：００ 

場  所 ①～⑤宇治市総合福祉会館 

参加者 

①会場参加１１名 

②会場参加 ９名   

③会場参加１１名  

④会場参加１0名 

⑤会場参加 ９名 

内  容 

①総会に向けての協議 

②防災訓練について、災害ボランティアセンター運営について 

③災害ボランティアセンター設置運用訓練企画について 

④災害ボランティアセンター設置運用訓練流れについて 

⑤総会に向けて 

実施して 

簡単に作れる新聞スリッパを呼び水に、地域防災訓練に出向き、災害ボランティアセ

ンターのパネル展示など啓発活動を行いました。 

また、運用訓練実施後、加入団体からの地域開催を求める声があがるなど、加入団

体との結束を強めることができました。運営委員とともに、訓練企画を協議しながら

進めることができました。ゆっくり、じっくり、丁寧に非常時の災害ボランティアセンタ

ー運営の流れを参加者全員で把握することができました。 

 

（運用訓練） 

日  時 令和８年１月２４日（土）9：３０～１２：３０ 

場  所 宇治市総合福祉会館 

内  容 災害ボランティアセンター（非常時体制）ボランティア調整 

参加者 加入団体３６団体 45名（うち運営委員 13名）、職員８名 

実施して 

初めて災害時体制に移行した平成２４年京都府南部地域豪雨災害から１３年余りが

経過し、非常時体制のセンター運営を知るスタッフや職員が少なくなる中、運用訓練

を再開し、運営のイメージを共有しました。結果、加入団体から次年度の取組みにつ

ながる相談が寄せられました。 



３６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）災害ボランティアセンターの PR と災害義援金活動 

運営委員とともに、宇治市防災訓練をはじめ地域防災ミーティングなどに参加しました。新聞スリッパ

づくりでは若年層から高齢者まで、興味を惹きつける工夫ができました。あわせて京都府南部地域豪雨

災害時の記録パネルを展示しながら、宇治市災害ボランティアセンターの PRを行いました。 
 

（各種防災訓練への参加） 

日  時 

①令和 7年  9月 20日（土）1１：００～15：３0 

②令和 7年 10月 19日（日）9：００～12：００（宇治市主催防災訓練） 

③令和 7年 12月  6日（土）９：３０～１１：００ 

場  所 

①伊勢田小学校 体育館 

②南部小学校 グラウンド（宇治市主催防災訓練） 

③南小倉小学校 グラウンド 

参加者 

①運営委員 2名、事務局 1名 

②運営委員 6名、事務局 1名（宇治市主催防災訓練） 

③運営委員 2名、事務局 1名 

内  容 京都府南部豪雨水害のパネル展示、新聞スリッパづくり、リーフレット配布 

実施して 

地域団体からの依頼に基づき、パネル展示や新聞紙で作るスリッパのワークシ

ョップを実施し、災害ボランティアセンターを知っていただく機会に努めました。

運営委員の参画をいただき、顔の見える関係づくりとしています。 

 

（３）京都府災害ボランティアセンターへの協力  

【京都府災害ボランティアセンターへの運営委員としての参画】 

日 時 場 所 内 容 

令和７年 ４月 23日（水）10：30～11：30 オンライン 第１回運営委員会 

令和６年 ７月  ４日（金） 文書審議 臨時総会 

令和７年 ７月 31日（木）16：00～17：00 オンライン 第２回運営委員会 

令和７年１０月 3日（金）13：30～16：30 ハートピア京都 20周年記念事業 

令和７年１０月 16日（木）9：00～10：00 ハートピア京都 第３回運営委員会 

令和７年１２月 12日（金） 文書審議 第４回運営委員会 

令和８年 １月 １５日（木）15：00～17：15 ハートピア京都 第５回運営委員会 

令和８年 ３月 26日（火）10：00～12：00 ハートピア京都 第６回運営委員会 

 

地域防災ミーティングの様子 運用訓練の様子 
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【京都府災害ボランティアセンター総会】 

日 時 場 所 出席者 

令和７年5月29日（木）13：30～14：30 こどもみらい館 運営委員１名 

 

【京都府災害ボランティアセンター研修会への参加】 

日 時 場 所 内 容／参加者 

令和７年6月23日（日）10：30～16：30 ハートピア京都 
災害ボランティアセンター運営の基

礎  参加者：運営委員１名 

令和７年７月７日（月）１３：３０～１６：３０ オンライン 参加者：運営委員 4名 

令和７年８月８日（金）１３：３０～１7：0０  オンライン ICTの活用について／参加者：3名 

 

 

７．当事者団体の支援を通じての地域生活支援 

目  標／当事者団体による情報発信が、より広く市民に伝わるよう広報します。 

取組み／当事者や当事者団体の実情把握のための情報収集と相談対応の強化 

宇治市介護者家族の会と連携した在宅高齢者介護者リフレッシュ事業の実施 

 

（１）当事者団体への支援 

宇治市共同募金委員会が実施する「赤い羽根コラボ助成」や、宇治市の補助による「地域つながり

活動支援助成」により当事者団体活動の支援を行いました。また、介護者リフレッシュ事業の参加者に

向けて、宇治市介護者(家族)の会の一般市民向けの相談会をはじめ、取組みの周知も行いました。 

当会には、様々な当事者から多様な相談が寄せられます。多様な生活不安や、悩みに対して生の声

をお聞かせいただき、そこにある生活課題に向けた働きかけを当事者団体と共に考えています。 

  

（２）宇治市介護者リフレッシュ事業の実施 

宇治市介護者リフレッシュ事業は、要支援や要介護認定を受けている高齢者（以下、「要介護者」と

いう）を在宅で介護する宇治市在住の人たちの心身のリフレッシュと、介護者同士の相互交流を目的

に企画・開催しました。 

「宇治市外へバスで移動するレクリエーション企画」「宇治市内の施設で主に参加者同士の話し合

いの時間を持つ交流企画」の２種類を行い、年６回の企画を全て計画通りに実施しました。 

いずれの企画も、宇治市介護者（家族）の会の参画のもと実施し、出発から帰着までの付添い同行

や交流時間の進行、参加者が抱える相談事へのアドバイスなどを担って頂きました。 

年間延べ８０名の参加があり、その内２８名が初参加者でした。交流企画では介護者の状況を鑑み

半日での企画を多く計画したことや、開催日の曜日分散等の工夫が良い方向に影響しました。 

参加者の要介護者の病気や症状の種類は様々で、要介護者の状況などが共通する者同士で話せ

る機会があれば良いという声を踏まえ、参加者の名札に介護度別に色分けしたシールを貼り、交流会

のグループ分けを介護度の近い方同士で分ける工夫をしました。介護者(家族)の会世話人からは、

「介護度に応じて世話人からのアプローチの方法も異なるため、一目で介護度がわかることで話しか

けに行く際に参考になった。」との声をいただきました。 

また、今年度は介護事業所職員の参加や、親子・ご夫婦での参加も見られました。より多くの宇治市

内での在宅介護者に本事業を周知できるよう、次年度も方法を検討していきます。 
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（宇治市介護者リフレッシュ事業）            

企画種別 回数 実施日 内容 定員 参加者数 

交流 

企画 

第１回 １１月１０日（月） 
美味しいコーヒーの淹れ方講座

と参加者同士の交流 
20 ７ 

第２回 １2月１6日（火） 
リラクゼーション体験と参加者同

士の交流 
20 １２ 

第３回  １月３０日（金） 
落語家による介護レクリエーシ

ョンと昼食、参加者同士の交流会 
３0 ２１ 

第４回 ２月２５日(水) レコード鑑賞と茶話会 ２０ ７ 

レクリエー

ション企画 

第１回  ６月１０日（火） 

道の駅「アグリパーク竜王」提携の

観光農園でのさくらんぼ狩り、買い

物と交流 

３0 1６ 

第２回 10月２7日（月） 

夢コスモス園でコスモスの鑑賞 

道の駅「味夢の里」でお買い物と

昼食 

３０ 1７ 

１5０ 8０ 

 

 

 

 

 

 

 

         

        レクリエーション企画                            交流企画 

         (さくらんぼ狩り)                         (リラクゼーション体験) 

 

８．地域つながり活動支援事業への取組み 

目  標／人と人とのつながり方が変化している中で、誰もが地域社会で孤立することなく、ま

た孤独に悩むことなく暮らせるために、地域課題に応じた取組みへの支援を通じて、

地域共生社会の実現に努めます。 

取組み／複雑多様化する地域課題の解決に寄与する事業への助成および団体支援 

        ひきこもりや子どもの貧困等の当事者の声を起点とする地域福祉活動の展開 

 

平成３０年度から続く 8年目の事業として、宇治市の補助を受け、平成３０年度から令和３年度までを1

期とし、2期（令和 4年度～令和 7年度）は、「地域つながり活動支援事業」と「地域ボランティア等担い

手育成事業」の二事業を展開し、多様化する地域課題解決に取り組む団体を支援しました。 

このうち、「地域つながり活動支援事業」として、①子どもの貧困、②ひきこもり、③地域福祉活動の担

い手確保を対象（分類）とする事業に対し、補助金を交付しました。居場所を求める点で共通しており、そ

のなかで他者に思いを寄せる活動が求められていました。 
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また、「地域ボランティア等担い手育成事業」では、令和 3年度から取組んでいる「yooSely rabbits

（ゆーずりーらびっと）」をはじめ、種智院大学の学祭への参加を通した若者との交流や意見交換をおこな

い、生活支援コーディネーターとの協働による「まちなかベンチプロジェクト」を通して地域福祉活動への理

解を促し、担い手育成に取組みました。 

 

（１） 地域つながり活動支援事業 

交付実績額（総額） 1,4２０,000円                                              （単位：円） 

団体名 事業名称 内容 交付額 

なまけもの 自由に集まれる居場所 
赤ちゃんから高齢者まで誰もが自由

に集まれる居場所づくり。 
¥100,000 

神明学区福祉委員会 世代間交流事業 

子どもたちに宇治市の文化体験と高

齢者との交流を目的とした交流イベン

トの開催。 

¥96,000 

宇治市介護者 

（家族）の会 
ほのぼのタイムの活性化 

大切な方を介護されている方が支え

合い、学び合い、語りあうことのできる

交流の場づくり。 

¥45,000 

特定非営利活動法人  

すまいるりんく 
夏キャンプ 

子どもたちへの体験機会の提供およ

び、つながり支え合える関係性の構

築。また、学生ボランティアの担い手育

成。 

¥100,000 

せじスマイル食堂 子ども（地域）食堂 
「食べる場」以外の、居場所としての

役割をつくっていくための機会づくり。 
¥100,000 

Kinarico 親と子のやさしい時間 

子どもと大人が一緒に取組むワークシ

ョップ体験を通しての親子の居場所づ

くり。 

¥100,000 

一般社団法人  

宇治市連合母子会 

ほっこりアフタヌーンティ

ー 

母子家庭を対象とした、母親と子ども

の仲間づくりと学びの場の提供 
¥88,000 

特定非営利活動法人  

ほっこりスペースあい 

不登校、ひきこもり支援 

に係る広報事業 

不登校、ひきこもりへの理解や啓発を

ひろげるための広報活動及び、当事

者の役割づくり。 

¥100,000 

ポヨポヨキッズ 
ポヨポヨキッズ特別企画 

つながり活動 

生活状況の変化によっての関係の希

薄化を防ぐための交流イベントの開

催。 

¥100,000 

特定非営利活動法人  

こころのはな 
ふれあい居場所事業 

子どもから高齢者まで、さまざな背景

を抱えた方が自分らしく過ごし、心の

やすらげる居場所づくり。 

¥100,000 

ひろのこども食堂 ひろのこども食堂 
「食」を通しての「集う場」「学ぶ場」

「育む場」を目指す居場所づくり。 
¥100,000 

宇治地域福祉研究所 

（学校 deカフェ） 

学校 de カフェ「しゃべり

場」 

地域福祉活動の担い手発掘・育成を

目指した場づくり。 
¥91,000 

京都府断酒平安会 

大久保支部 
宇治市断酒相談事業 

アルコール依存症の方の不安や悩み

に寄り添う相談室の開催及びセミナー

の開催。 

¥100,000 

ここいこうじ 
子どもの行き渋り・不登

校 

子どもの行き渋り・不登校への理解を

深め、学びの選択肢について前向きに
¥100,000 
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に関する講演会 考えるきっかけを目指す後援会の開

催。 

セカンドてらす 

（おかや食堂） 

食を通しての支援、 

居場所の広報事業 

「食べる場」以外の、居場所としての

役割をつくっていくための機会づくり。 
¥100,000 

 

（２） 地域ボランティア等担い手育成事業 

○yooSely rabbits（ゆーずりーらびっと） 

宇治市に関わりのある大学生や若手社会人が自由に集い、おしゃべりできる場をつくり、宇治市の若

者のつながりづくりや、若者の力を生かしたボランティア活動や地域福祉活動について、ワークライフバ

ランスなどについて考える場を開催しました。 

また、取組みを通して、ボランティア体験やスマホ教室の開催などに取組みました。 

 

○種智院大学 綜藝祭実行委員会（大学祭実行委員会） 

種智院大学の学祭『綜藝祭』にブースを出店し、大学生や大学関係者、来場者の方々と地域課題について

考えるワークショップを通して、意見交換をおこないました。 

 

○まちなかベンチプロジェクトを通しての担い手育成 

宇治市社会福祉協議会に配置されている生活支援コーディネーターとの協働で、宇治市内の高齢者の移

動課題に対し、ベンチを設置することで、外出機会の増加と地域のつながりをうむ交流の場づくりを目指す

取組みをおこないました。 

ベンチ製作の過程で、市内の中学生や大学生、地域住民が関わる機会を設け、地域福祉活動への理解と

担い手育成をおこないました。 

 

９．住民参加型による一般介護予防事業介護予防普及啓発事業※3）の展開と地域づくり 

目  標／健康寿命を延ばし、誰もが地域社会で孤立せず暮らしていけるよう、健康づくりを介

した住民参加型福祉活動の拡充を図ります。 

取組み／週 1回、20小学校区での介護予防普及啓発事業の取組み実施 

健康づくりに関するボランティア研修会の実施 

 

各小学校区において、地域住民とともに教室運営を行い、高齢者を中心とした地域住民の社会参加の

機会創出につながりました。市政だより 9月 1日号に「B型リハビリ教室」の広報を掲載したことで、問い

合わせが多く寄せられました。その結果、教室利用者数はここ数年横ばいで推移していましたが、宇治市

全体で利用者が15名増加し、ボランティアも10名増加しました。これにより、各教室においても広報への

意識が高まり、のぼり旗を作成するなど、開催中であることが分かるよう集会所の外に掲示する教室も見

られるようになりました。 

年間の実施回数は７６４回で、前年度比較で９回の減少となりました。これは、祝日や会場の都合による

影響に加え、槇島地域福祉センターが空調工事のため 3 か月間使用できなかったためです。その間は代

替施設の都合で月 2回のみ借用して実施したため、開催回数が減少しました。また、広野公民館では、定

員の少ない部屋の利用を余儀なくされる日程があり、定員を超過してしまうため、中止せざるを得ない事

情もありました。 

さらに、夏季の猛暑は開催回数に大きく影響します。京都府に熱中症警戒アラートが発表された場合は

教室を休止していますが、令和７年度の発表回数は 40回と、前年度の 33回を上回りました。 

このような状況を踏まえ、閉じこもり防止の観点から、サマードリルを配布しました。アラートによる中止

連絡の際には進捗状況の確認を行うなど、利用者とのコミュニケーションの機会を確保しました。サマード
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リルには、ぬり絵も掲載しており、教室再開時には参加者同士が作品を披露し合う様子も見られました。 

来年度においても、開催が困難な場合であっても孤立感の軽減や介護予防につながるよう、利用者お

よびボランティアに対する支援策を検討し、サマードリルの内容についても引き続き工夫していきます。 

介護予防に関するボランティア研修会は、身体運動と計算が必要になる「ミニらいとモルック®」と、身近

な道具を使ってできるレクリエーションをそれぞれ講師招いて開催をしました。新規のボランティアの参加

にはつながらなかったものの、様々な教室を運営するボランティアが、教室運営のプログラムに取り入れる

などの効果が見られました。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
※３）宇治市からの委託を受け、高齢者の閉じこもり等を予防するために、小学校区ごとの会場にて、体操やゲーム、創作活動な

どの介護予防教室を実施しています。おおむね週 1回、1回 2時間程度開催しています。住み慣れたところで生き生きと暮らした

い、地域で何かやってみたいという方の活動の場となっています。 

 

（介護予防普及啓発事業【地域参加型 B型リハビリ教室】開催状況） 

教 室 名 小学校区 
実施回数

（回） 

利用者 

実人数（名） 

利用者のべ 

人数（名） 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

実人数（名） 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

のべ人数（名） 

ほっこりくらぶ 神  明 34 11 297 21 635 

さわやかくらぶ 御 蔵 山 39 11 235 9 172 

すこやか広野 大 久 保 31 11 206 25 456 

ニコニコ菟道 菟  道 37 12 318 16 386 

あったか平盛 平  盛 39 11 227 11 260 

のんびりくらぶ 西大久保 41 8 245 14 375 

みむろど健康教室 三  室  戸 43 12 471 29 414 

なごみ岡屋 岡   屋 36 7 185 11 302 

ホット大開 大   開 41 7 165 7 141 

元気おうばく 宇   治 43 5 128 18 502 

きらきら菟二クラブ 菟道第二 40 8 219 18 512 

ハスの実くらぶ 小   倉 43 4 104 19 560 

お茶の実クラブ 木   幡 34 6 140 24 441 

しらさぎクラブ 南  小  倉 37 9 254 15 411 

ふれあい北槇 北  槇  島 41 12 224 15 396 

槇島あすなろ会 槇   島 30 10 186 6 127 

ぬくもり伊勢田 伊  勢  田 36 10 144 16 442 

南部てんとう虫教室 南   部 40 13 402 14 315 

スマイル西小倉 西  小  倉 42 5 125 13 344 

フラワー北小倉 北  小  倉 37 5 83 11 239 

合計 7６4 177 4,358 312 7,430 

 

（宇治市内の介護予防普及啓発事業【地域参加型 B型リハビリ教室】ののべ人数の推移） 

 令和５年度 令和６年度 令和 7年度 

実施回数（回） ８０２ ７７３ 76４ 

利用者のべ人数（名） 4,311 4,279 4,358 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱのべ人数（名） 7,629 7,616 7,430 
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（ボランティア研修会 開催状況） 

日  時 

①令和 7年 10月 31日（金）１０：００～１２：００ 

②令和 7年 10月 31日（金）１3：3０～１5：3０ 

③令和 7年１２月 10日（水）9：3０～１1：3０ 

④令和 8年１月 16日（金）9：3０～１1：3０ 

⑤令和 8年３月１3日（金）１4：００～１6：００ 

場  所 ①②宇治市総合福祉会館③木幡公民館④広野公民館⑤宇治市総合福祉会館 

目  的 

年齢や心身の状況に関わらず、高齢者が誰でも一緒に参加できる「ミニらいとモルック®」を

活用し、地域における介護予防活動の推進に取り組みました。また、介護予防に関するボラ

ンティア等の人材育成を行いました。 

あわせて、地域において介護予防に資する自主的な活動の普及啓発を進めるとともに、住

民主体の活動の育成に取り組みました。さらに、これからボランティア活動への参加を希望

する方に対し、きっかけにつながるよう働きかけました。 

参加者 ①20名 ②20名 ③１9名 ④35名 ⑤２５名  

内  容 

①②～京都初「ミニらいとモルック®」を一緒に楽しみませんか～ 

講師：ミニらいとモルック®協会 歌丸 和見氏 

③④一緒に楽しみましょう！レクリエーションゲーム 

講師：レクリエーションうじ 山本満佐子氏 

⑤サロンボランティア交流会 （兼サロン研修会） 

実施して 

教室運営および地域における介護予防・健康づくり活動に活かせました。ミニらいとモルック

®は、頭と身体の両方を使うことを必要とすることから、介護予防や健康の維持・増進につな

がる活動です。 

また、本事業は男性ボランティアの参加促進を目的に企画したものであり、ミニらいとモルッ

ク®のゲーム性が男性の関心を引きやすい点に着目しました。体験会では、男性参加者から

多くの質問が寄せられるなど、高い興味・関心が示されました。 

さらに、レクリエーション性を取り入れた構成とすることで、参加者が楽しみながら活動に関

わることができ、ボランティア活動への関心を高める効果がありました。今後も継続して実施

していくことで、地域における介護予防活動のさらなる広がりが期待されます。 

ミニらいとモルック®はサロンや集会に貸し出しもしており、月に平均６団体程度が借りに来

られるなど、集まりの場のプログラムの一助となっています。 

 

１０．福祉教育における若年層への働きかけ 

目  標／京都文教大学の授業や大学ボランティアセンターを通じて、ボランティア活動への参

加のすそ野を広げます。 

取組み／ボランティア活動団体や福祉施設との協働による京都文教大学ボランティア演習を 

通じた、大学生のボランティア活動の受入れ 

学生自らが実践していく福祉の場づくりのサポート 

 

京都文教大学の科目である「地域ボランティア演習」に関して業務提携を行い、学生のボランティア

活動促進に努めました。「地域ボランティア演習」では、学校支援コース、寺院ボランティアコース、社会

福祉支援コースがあり、当会は社会福祉支援コースを担っています。 

春・秋学期ともに市内各所の施設・団体等のご協力を得ながら演習受入の調整を行いました。学生
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にとってはボランティア活動のはじめの第一歩となり、地域にとっては新しい感性や若い力と出会う、貴

重なつながりの場となっています。 

 受け入れ先の施設、団体の方々からも、学生がボランティア先でさまざまな人たちと関わりを持ってく

れたことや、取組みそのものへの感謝のことばを聞かせてくださるなど、演習授業を通して新たな地域

のつながり作りを紡ぐ一端となっています。 

 

（京都文教大学ボランティア演習の演習実施状況） 

団体・施設名 

春学期 

（４月 9日～７月 16日） 

秋学期 

（９月２4日～１月１4日） 

受入れ人数（定員 20名） 

特定非営利活動法人就労ネットうじ 

みっくすはあつ 
１ ０ 

ワークセンター宇治作業所 １ ０ 

特定非営利活動法人こころのはな １ １ 

宇治市要約筆記サークル「エコー」 １ ０ 

宇治ボランティア活動センター １ ０ 

宇治市社会福祉協議会 （学習支援） １ １ 

         〃       （B タイプリハビリ） １ ０ 

合   計 ７ ２ 

 

 

１１．福祉関係者とともに福祉の機運を高めるための宇治福祉のつどいの開催 

目  標／福祉活動参加者への敬意を表し、また、地域課題の提起を図ります。 

取組み／長年、地域福祉やボランティア活動に貢献されてきた方の表彰 

福祉関係者とともに、地域課題の共有を図る講演会等の実施 

 

 表彰式典と座談会の２部制で開催しました。地域福祉活動に長年ご尽力いただいた個人や団体に対し

て、市内の福祉関係者が集い、その功績を称える場となりました。 第２部では、「社会福祉法人の『今』と

これからの宇治の地域を考える」をテーマに座談会を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （宇治福祉のつどい） 

日  時 令和７年１１月１９日（水）１４：００～１６：００ 

場  所 宇治市生涯学習センター 

表彰式典及び座談会の様子 
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参加者 

会長表彰・感謝状贈呈者 表彰状受賞者７３名、感謝状贈呈者 団体３件、個人１名 

参加者１４３名 

（受賞者３８名、来賓１１名、一般６５名、理事・監事１３名、評議員・委員１６名） 

目  的 福祉関係者が集い、地域福祉推進への決意を新たにするため 

内  容 

第１部【福祉功労者表彰・感謝状贈呈式典】 

第２部【座談会】「社会福祉法人の『今』とこれからの宇治の地域を考える」 

（登壇者）社 会 福 祉 法 人  くらしのハーモニー  理 事 長   丸山 貴司氏 

社会福祉法人  同胞会 DOHO グループ 統括施設長   石崎 蓉子氏 

社会福祉法人 宇治福祉園 理事/みんなのき Hana保育園 園長   駒井 哲郎氏 

（コーディネーター）社会福祉法人 宇治市社会福祉協議会 副会長 青木 賀代子 

実施して 

日頃福祉活動に取り組む皆さんや当会への寄附者、自動販売機の設置協力者への感

謝を表すことと、地域福祉推進への気持ちを新たにすることを大切にしています。 

第２部の座談会では、「社会福祉法人の『今』とこれからの宇治の地域を考える」という

テーマで、地域共生社会の実現に向けた視点を含めて座談会を行いました。３人の登壇

者の方々に経験に基づいた話のあと、それぞれに目指す法人や地域のあり方の話をい

ただきました。宇治の地域をより良くするために、法人と地域の人々や法人同士がつなが

り、連携することの大切さを学びました。分野を越えた人と人との結びつきの大切さを再

確認する機会となりました。 

 

 

 

１2．多機関との連携による子育て世代への働きかけと地域福祉活動参画へのきっかけづくり 

目  標／NPO 法人等や民生児童委員協議会との連携において、地域福祉の価値を共有し、

当事者の視点を大切にした子育て世代とのつながりづくりと子育てを通じて参画で

きる地域福祉活動の場づくりを進めます。 

取組み／NPO法人等と連携した子育て支援事業の展開 

中学生と赤ちゃんのふれあい交流事業への協力 

 

NPO法人との連携による子育て中の親子の出会いの場、相談の場づくりとして、１歳になるまでの子ど

もを持つ親を対象に実施しました。 

 

（１）「赤ちゃんサロン・広場」の実施（「NPO法人子育てを楽しむ会」と共催） 

１歳になるまでの赤ちゃんを６ヶ月まで（赤ちゃんサロン）と７ヶ月以降（赤ちゃん広場）とに分け、子育て

中の親子が集まり、交流したり、相談したりする機会を持ちました。令和５年度までは１歳までの月齢を３分

割して実施していましたが、参加者が横ばい傾向にあることから２分割での開催で実施しています。 

昨年は、駐車場のある西宇治体育館での実施でしたが、今年度は、改修工事後の宇治市総合福祉会

館での開催でした。参加者は昨年と比較すると大きく減りましたが、駐車場の有無に影響すると考えられ

ます。 

 参加する保護者は、初回は緊張する表情も見受けられますが、参加回数を重ねるごとに表情も和らぎ、同

じ程度の月齢の子育て仲間ができ、連絡先や情報交換をしている姿も見られるようになります。 

 相談内容に応じて、NPO 法人子育てを楽しむ会が主催する他の子育て事業への案内や、そこでの緩や

かな見守りなども併せて行われるなど事業成果の広がりが見られます。 
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（赤ちゃんサロン・広場開催実績）   

名 称 赤ちゃんサロン 赤ちゃん広場 

対 象 

（市内在住に限る） 

妊婦および１ヶ月から 

６ヶ月の赤ちゃんと親 

７ヶ月から１２ヶ月の 

赤ちゃんと親 

日 時 
原則 毎月第３金曜日 原則 毎月第１金曜日 

１０：００～１２：００ 

実施場所／参加費 宇治市総合福祉会館／参加費 200円 

実施回数 １1回 １1回 

参加状況 67組（141名） 134組（274名） 

 ※参加状況にはスタッフ、保育サポーター数は含まない  

 

（赤ちゃんサロン・広場・パーク参加者の推移）                 （単位：組） 

 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 

赤ちゃんサロン 51 119 67 

赤ちゃん広場 84 210 134 

赤ちゃんパーク 84 ― ― 

合 計 219 329 201 

※赤ちゃんパークは令和６年度は未実施（赤ちゃんサロン・広場で展開） 

 

（２）「おしゃべりキャッチボール」の実施（「NPO法人子育てを楽しむ会」へ委託） 

助産師・保健師の協力を得て実施しました。赤ちゃんパークの「卒業後」の場として利用する人や、当事

者同士の交流を行うことで、情報の交換や悩みの共感などができ、参加者のリフレッシュの時間として利

用されています。当会としても、子育てに悩みを持つ方の声を聴ける貴重な機会となっています。 

各回のテーマ設定については NPO 法人子育てを楽しむ会と協議を重ね、令和７年度は「子育て相談

の日」に加え、「４０歳以上で赤ちゃんを迎える人」というテーマを掲げ、開催することとなりました。赤ちゃ

んサロン・広場では、兄弟姉妹連れの参加を遠慮いただいていますが、おしゃべりキャッチボールでは、兄

弟姉妹連れの参加も受け入れています。 

 

（おしゃべりキャッチボール開催状況） 

テーマ みんなでおしゃべり 40歳以上の方 えほんを楽しむかい 

対 象 市民全般 40歳以上の方 市民全般 

 

日 時 

１０：００～ 

１１:３０ 

 

①５月 15日（木） 

④9月 11日（木） 

⑦12月１１日（木） 

 

②6月１2日（木）     

⑤10月 9日（木） 

⑧2月 12日（木） 

 

③7月 10日（木） 

⑥11月 13日（木） 

⑨3月 12日（木） 

実施場所・参加費 宇治市総合福祉会館 

親子数 

（参加者数） 

①11組（２3名）②3組（6名）③11組（22名）④12組（24名） 

⑤8組（16名）⑥8組（16名）⑦7組（16名）⑧14組（29名）⑨10組（22名） 

 

（３）子育てサークルなどへの情報提供および広報 

子育てサロンの運営についての問い合わせや調整は、当会が行っていますが、子育てサークルの相談

は、窓口である子育て支援基幹センターへとつないでいます。 
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宇治市発行の子育て情報誌では、子育てサークルや子育てに関して取組む団体の情報が掲載される

よう、各団体と連絡を取り、活動状況や記載内容の確認と調整を行いました。 

 

（４）中学生と赤ちゃんの交流事業への協力 

中学校が主催で、乳児から２歳頃までの赤ちゃんと親が「赤ちゃんボランティア」として中学校を訪れ、

中学３年生と交流をはかる取組みが実施されています。当会はボランティア募集、連絡調整、当日のサポ

ート、実施後のフォローを行いました。今年度も３校で開催され、NPO 法人子育てを楽しむ会や地域の民

生委員や PTA メンバーとともに当会も協力しました。 

中学生が実際に赤ちゃんを抱き、命の重みや温かさを肌で感じ、子育て中の親の思いを聞く中で、自分

自身も大切に育てられたことや命の尊さを思い思いに噛みしめていたようです。赤ちゃん連れで参加した

保護者にとっても、“ボランティア”を身近に感じてもらうきっかけとなったようです。アンケートには、自身が

中学生の時に体験させてもらえたことを、赤ちゃんを連れて今の中学生に体験をさせてあげられてよかっ

たという記載もあり、福祉教育としての循環を感じることができます。長年続けている事業だからこその効

果でもあります。 

 

（東宇治中学校） 

実施日 令和 7年７月 1日（火）、2日（水）、3日（木） 

実施場所 東宇治中学校 

対  象 東宇治中学校３年生（５クラス） 

協力者 NPO法人子育てを楽しむ会、岡屋・菟道地区民生児童委員協議会、PTA 

赤ちゃんﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数 のべ 101組（実数 61組） 

実施して 

昨年度に引き続き、父親の参加も見られました。生徒は、母親だけでな

く、父親からの子育ての貴重なお話を聞けました。保護者も、中学生とど

のように接して行けば良いのか迷いつつ、一生懸命に生徒とお話をされ

ていました。また、自身が生徒として赤ちゃん交流に参加をしていた参加

者も各回に１組はおられ、アンケートには、今回参加をした赤ちゃんが中

学３年生になる時まで実施をして欲しいという声も寄せられました。 

 

（黄檗中学校） 

実施日  令和 7年１１月６日（木） 

実施場所 黄檗中学校 

対  象 黄檗中学校３年生（３クラス） 

協力者 NPO法人子育てを楽しむ会、東宇治地区民生児童委員協議会、ＰＴＡ 

赤ちゃんﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数 のべ 71組（実数 43組） 

 

実施して 

 

宇治市唯一の小中一貫校であるので、保護者も校舎に入り、自身が

小・中学生だった時の校舎と違う状況を知れる機会にもなりました。 

 

（宇治中学校） 

実施日 令和 7年 11月 10日（月）、11日（火） 

実施場所 宇治中学校 

対  象 宇治中学校３年生（４クラス） 

協力者 NPO法人子育てを楽しむ会、琵琶・神明・宇治地区民生児童委員協議会 
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赤ちゃんﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数 のべ 86組（実数 39組） 

実施して 

中学校の工事の関係で、体育館での実施となりました。 

東宇治中学校と同様、母親・父親自身が中学３年生の時にこの授業を

体験した参加者もおられました。 

 

１3．高齢者の健康と生きがいづくりを通じた老人福祉センターの運営 

目  標／広く高齢者の健康や生きがいづくりのための社会参加の機会を創出します。 

取組み／宇治市老人福祉センターサークル協議会（USK）事務局の運営 

          歴史健康ウォーク、クリーン運動等の実施 

総合福祉会館を利活用したサークルの発表や展示による市民への周知 

 

(老人福祉センターサークル数の推移) 

年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 

サークル数 17 16      16 

登録者数 267 244     216 

 

(シルバーウエルネス舞台発表大会・展示発表大会開催の支援) 

日  時 

① 舞台発表大会：令和７年１０月２３日(火)１０：３０～１5：4０ 

② 展示発表大会：令和７年１０月２５日(土)13：００～16:00  

                         26日(日)9:30～15:00  

場  所 ① 宇治市文化センター小ホール  ②宇治市総合福祉会館 

目  的 サークル発表及び作品の展示と交流 

内  容 
① 合唱・カラオケ・民謡・謡曲・詩吟・大正琴・社交ダンス・ハーモニカ・ナツメロ 

② 華道・書道・茶道・陶芸 

実施して 

会場準備や運営を１6サークルで協力して取り組むことができました。 

各サークルの活動の成果発表できる機会となっているため、日頃のサークル活動が目標

を持って取り組めるなど、サークル員のモチベーションを高めることにつながっています。 

 

(当会活動への協力状況)                                (単位：円) 

年 度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 

団体会費 25,200 24,200 21,600 

ふれあい基金 38,650 31,100 29,100 

共同募金 51,000 41,000 41,500 

 

USKでは、広く社会福祉へ貢献することを目的に、サークルの参加者から当会ふれあい基金等に寄

付金、募金をいただきました。また、令和７年度は、USK代表者会議で初めて「認知症サポーター養成

講座」の受講時間を設けました。 
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１4．障がいのある人の社会参加の支援 

目  標／障がい者の社会参加の機会を創出します。 

取組み／身体障がい者デイサービス事業の実施 

 

身体に障がいのある方が、社会参加の場を得て、多くの方と交流ができるよう、コーラス、手づくりな

ど、様々な教室を開催しています。利用者の身体機能の低下も見られる時がありますが、利用者同士

の支え合いもある中で、安全面に配慮しながら運営しています。 

 

 （各教室の実施状況） 

年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 

教室数 ７ 6 5 

教室開催回数 102 53 52 

登録人数（名） 42 31 28 

のべ利用者数（名） 414 217 206 

 

（各教室の開催状況） 

 

 

第２章 各種相談からの生活課題、地域福祉課題の把握と解決 

 

相談者自らの意志や決断に寄り添い、制度や専門窓口、当会の強みである

地域福祉活動やボランティア活動へのコーディネート力を生かした相談支

援を展開しました。 

 

１．ボランティアコーディネートの実施  

目  標／相談や活動先の調整を通じて、ボランティア活動に主体的に参加する人を増やす。 

取組み／ボランティア相談や各種調整を通じて、活動参加へのきっかけづくりを行います。 

 

ボランティアの活動先としては、社会福祉施設などからのボランティアグループの受入れ依頼に対して

登録団体の調整を行いました。その他にも高校生や大学生から受けたボランティア活動への参加希望に

教室名 
年間 

開催数 

登録 

利用者数 

登録利用者内訳 延べ 

参加

者数 

1回当た

りの参加 

人数 

平均 

出席率 肢体 視覚 聴覚 内部 

視覚裁縫 9 4 0 4 0 0 34 3.78 ９4% 

コーラス 15 10 1 7 0 2 88 5.87 59% 

手作り 10 4 1 2 1 0 25 2.50  63% 

絵てがみ 8 2 1 0 1 0 10 1.25  63% 

遊びでできるリハビリ 10 8 0 7 0 0 49 4.90 82% 

合 計 52 28 3 2０ 2 2 206 3.96  
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対して、当会が実施している事業や活動センター主催の SDGs清掃などに参加いただきました。 

その他にもこども食堂や、当会が実施している介護予防普及啓発事業への活動調整を行いました。ま

た、各種ボランティア養成講座などの情報提供をしました。年代を問わず、「ボランティア活動をしてみた

い」と希望する人の想いを丁寧に聞き、最初の一歩を踏み出して行動に移してもらえるように意識してボラ

ンティアコーディネートに努めました。 

 

   （担当職員による月別ボランティア相談件数の推移）                                      （単位：件） 

    ※相談件数には、初回相談以降の対応件数を含む。（初回相談月にまとめてカウント） 

 

（担当職員によるボランティア相談件数の推移）   

 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

件数 ２４９ ２９８ ３２４ 

 

（相談者の属性（所属））                                              （単位：名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ふれあい福祉センター相談事業の実施 

目  標／生活課題の把握と当会のネットワークを生かしたコーディネート力の発揮 

取組み／福祉なんでも相談の実施 

専門相談（法律、登記、多重債務・成年後見、社会保険）の実施 

    

   令和６年（2024年）４月１日より、民法や不動産登記法が改正され、不動産の相続登記が義務化さ

れた為、相談種別に関わらず『相続』に関する相談が、昨年度より増えています。法律相談では、離婚

相談、多重債務相談が増えています。当事者からの相談も多いですが、当事者家族からの相談も増え

ています。 

 相談を急ぐ人や、個々の事例に応じて、当会のネットワークを活かし、京都弁護士会、京都司法書士会、

地域包括支援センター、引きこもり支援ネットワーク登録団体、障害者相談支援事業所、宇治市役所、

ボランティア団体など他機関につないでいます。 

 福祉なんでも相談では、様々な相談があり、相談項目に当てはまらない相談も多く、精神疾患のある

人からの相談も多く寄せられています。近年、身寄りの無い人も増えており、死後事務委託契約の相談

も聞かれるようになりました。 

   また、複合的な課題を抱えておられる人もあり、相談者と共にひとつひとつ相談内容を整理し、寄り添  

  いながら、当会の温ったか京都寄り添いワーカーや地域福祉課チームで情報を共有し共に考え相談に 

  対応しています。 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

令和７年度 ３０ 2５ ３４ ４３ ２７ ３４ 1７ ３６ ２５ 17 ２４ １２ ３２４ 

個人 

（一般） 

個人 

Ｖ登録者 

Ｖセンター

登録団体 

学区福祉 

委員会 

ふれあい 

サロン 

ボランティア

グループ 

当事者団体 

５０ ２ 1 １ １ 2 1 

福祉施設 
自治会・

町内会 
学校 

福祉関係

機関 
行政 企業 その他 合計 

８ １ ４ １６ ２ ３ ４ ９６ 
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（各相談の相談件数の推移）                       （単位；件／日） 

 福祉なんでも 

相談 

法律 

相談 

登記 

相談 

年金・社会 

保険相談 

多重債

務相談 

成年後見 

相談 
合計 開設日 

令和５年度 314 377 141 7 17 11 867 243 

令和６年度 407 393 141 4 13 11 969 243 

令和７年度 510 406 131 6 8 11 1,072   242 

 

 

３．貸付相談及び生活支援の実施 

目  標／貸付相談から見える生活課題の把握 

当会のネットワークを生かした、相談者への寄り添い支援 

取組み／生活福祉資金の貸付、くらしの資金の貸付および債権管理、償還相談 

          温ったか京都・寄り添いワーカーを起点とした、コロナ特例貸付世帯の調査活動、お

よび償還支援と生活支援 

民生児童委員協議会をはじめ NPOや各種団体と連携した生活相談への対応 

 

（1）生活福祉資金貸付の実態 

  生活福祉資金では、日常生活上で一時的に資金が必要になった場合に、世帯単位での貸付を行って

います。例年その多くを教育支援資金が占めています。全体の申請件数は年々減少傾向にあるものの、緊

急小口資金の申請は増加しています。教育支援資金では、相談件数のうち半数が他制度の利用となり、

申請件数も令和 6 年度に比べて減少しました。教育支援資金の申請件数のうち、６８％が高校進学費用

となっており、大学や専門学校の申込件数は３２％に減少しました。少子化や私立高校の無償化に伴う進

学動向の変化、高等教育修学支援制度の拡充等、教育を取り巻く環境の変化が影響していると考えられ

ます。 

 

（生活福祉資金貸付実施実績） 

資金種別 

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 

件数 

（件） 

金額 

（円） 

件数 

（件） 

金額 

（円） 

件数 

（件） 

金額 

（円） 

福祉資金 

生業 

16 2，504，000 12 3，124，056 8 780，000 
技能習得 

療養 

一般福祉 

緊急小口 5 500，000 5 500,000 11 974，000 

教育支援

資金 

教育支援費 29 11，032，000 26 11，452，000 18 5，703，000 

就学支度費 29 9，939，000 25 9，353，000 19 8，048，000 

不動産担保型生活資金 0 0 0 0 0 0 

合計 79 23，975，000 68 24，429，056 56 15，505，000 
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（２）くらしの資金貸付事業の実施 

  年に２回（夏期：７月、冬期：１２月）、低所得世帯を対象にくらしの資金の貸付（１０万円限度）を実施し

ました。例年、貸付世帯の多くが高齢者世帯であり、貸付事由についても、物価高騰のあおりを受け、多く

が“生活費”となっています。保証人等を必要としない本貸付を活用して生計の立て直しを図っているケー

スも見受けられます。 

（くらしの資金貸付件数）                             （単位：件）                                                       

 

(3) 温ったか京都・寄り添いワーカー 

  令和５年１月からコロナ特例貸付の償還が始まりましたが、失業や病気療養中、物価高騰、コロナ禍で

背負った負債の返済（コロナ特例含む）など、働いているにもかかわらず厳しい生活状況が続き、償還が

滞っている世帯も多く見られます。そこで相談支援機関や各関係機関との連携を行い、生活困窮者支援

機能やソーシャルワーク機能の強化、窓口相談及びアウトリーチ（訪問・電話等）による償還相談・支援、

生活支援の強化を図るため、各市町村社協に、「温ったか京都・寄り添いワーカー」が配置されています。 

  コロナ特例貸付を借入した世帯への調査活動、および償還支援と生活支援を行っています。具体的に

は、計画通りの償還が困難な場合に、償還猶予や分割償還という有効な手立てを提案し、手続きのサポ

ート等を行います。また、償還のことだけではなく、借受人世帯の「いま困っていること」を聴き、一緒に整理

し、適切な相談窓口を案内したりつないだりしています。 

  令和 7年度は生活アンケート調査を実施、アンケート結果から訪問や電話、面談などの働きかけを行い、

生活状況の把握に努めました。京都府物価高騰対策・生活困窮者支援事業費補助金、京都府共同募金

会の助成金を活用し、食料支援も併せて行いました（食料品提供世帯数：300 世帯）。また、借受人が気

軽に相談できる場所として生活相談会を 3回実施しました。 

 

（生活福祉資金 特例貸付貸付件数） 新型コロナ感染症拡大に伴う特例措置   （単位：件） 

資金種別 緊急小口資金 総合支援資金 
総合支援資金 

（延長） 

総合支援資金 

（再貸付） 
合計 

貸付件数 2,055 1,694 954 ※ 1,21７ 5,920 

貸付件数は、特例貸付開始の令和２年３月２５日から、受付終了した令和４年９月３０日までの総数。 

 

（生活福祉資金 特例貸付償還件数） 新型コロナ感染症拡大に伴う特例措置    （単位：件） 

償還状況 緊急小口資金 総合支援資金 
総合支援資金 

（延長） 

総合支援資金 

（再貸付） 
合計 

償還完了 450 16 8   2 476 

償還免除※ 1,221 1,054  530  589 3,394 

償還猶予 45 61 51 114 271 

償還中（滞納含む） 572 738  470  632 2,412 

過年度報告における「償還完了」には償還免除の一部が重複していたため、令和 7 年度以降、相談受付管理シス

テムの抽出法変更により完済者数を明確に区分けしました。総合支援資金は、償還期間10年のため償還期限未到

年度 
夏

期 

冬

期 

合  計 貸付事由 

件数 金額 (円) 
生活

費 

医療

費 

借金

返済 
失業 

交通

事故 
養育 

そ の

他 

令和 5年度 13 11 24 2，400，000 12 5 0 3 0 0 4 

令和 6年度 9 12 21 2，050，000 11 2 0 5 0 0 3 

令和 7年度 8 8 16 1，600，000 9 2 ０ 0 0 0 5 
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来です。異動による誤差あり。延べ数記載のため貸付件数と償還件数とは一致しません。※償還金の一部のみ免除

された者を含む。 

 

〇生活アンケート調査、訪問活動等 

実施背景 令和 6 年度に連絡を試みるが、応答の無い世帯や未償還世帯に対し、架電や訪問を

行いました。そのなかで、コロナ禍で背負った負債等により、今なお経済的に厳しい生

活が続いている世帯が多く存在していることが見えてきました。 

令和 7年度は、多数の借受人世帯の声を聴き、生活状況や生活課題をより明らかにす

る必要があると考え、借受人世帯へアンケート調査を実施することにしました。  
対象世帯 ①宇治市在住の特例貸付を償還中の借受人世帯 888件 

②宇治市在住の緊急小口資金～総合支援資金延長まで借入し免除になった世帯

329件 

期間 ①アンケート回答期間 令和７年 7月 

訪問等実施期間   令和７年１０月～11月 

②アンケート回答期間 令和７年１１月 

訪問等実施期間   令和７年１２月～令和８年 1月 

訪問、 

訪問後のか

かわり 

温ったか京都・寄り添いワーカー2名で訪問。 

・アンケート① 

訪問は「借受人世帯とつながり続けること」を目的に、お互いに顔を合わせることで、温

ったかワーカーを認識してもらい、必要な時に相談がしやすい関係性を作ることを意識

しました。アンケートの回答を基に生活上の困り事などを聞き取り、必要に応じて支援に

つなげることを心がけました。 

不在の場合は、次回の訪問日を記載した不在票を投函し、さらに再訪問時に不在だっ

た場合は、連絡がつく日時を伺う内容にしました。 

不在票を見られ、結果、訪問につながった事例もありました。 

また、アンケート結果の報告を兼ねたチラシ（あったか通信）を作成し、アンケート①の

対象者全世帯へ送付し、相談できる場があること等、事業周知に努めました。 

・アンケート② 

「借受人世帯とつながり直すこと」を目的にアンケート回答した全世帯に訪問や架電に

よるアプローチを行いました。アンケートの回答を基に生活上の困り事などを聞き取り、

必要に応じて支援につなげることを心がけました。訪問して不在の場合は「暮らしのな

かで困りごとがあればいつでもご相談ください」という内容の不在票を投函し、相談で

きる場があることを周知しました。 

当会の事業の一部を紹介し、本事業以外のことも相談ができることを記した「あったか

通信」を発行し送付しました。 

 

〇訪問実績 

(第 1弾) 

アンケート調査 自宅への訪問 

回答数(回答率) 本人に会えた 家族に会えた 不在票の投函 住居未確認/郵送 

209件（23.5％） 10件 4件 24件 7件 
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（第 2弾） 

アンケート調査 自宅への訪問 

回答数(回答率) 本人に会えた 家族に会えた 不在票の投函 住居未確認/架電・郵送 

90件（27.4％） 19件 13件 28件 24件 

 

実施して 訪問時、「困りごとを誰にも言えず抱え込んでいた。一人ではないと安心した」とご家族

から話をされる場面もありました。また、全体を通して、経済的な厳しさだけでなく、孤

独・孤立や精神的なしんどさを抱えている世帯が存在することが見えてきました。さまざ

まな課題が重なり合う複合課題を抱えている世帯も見られました。その状況を温ったか

京都・寄り添いワーカーだけでなく社協全体で共有し、どのような取組みが求められて

いるのか今後検討していきたいです。 

 

〇生活相談会の実施 

日時 ①令和 7年 8月 22日（金）16：30～19：00 

②令和 7年１１月 28日（金）16：30～19：00 

③令和 8年 2月 27日（金）16：30～19：00 

場所 宇治市総合福祉会館 

内容 ・対象者：宇治市在住の方で、コロナ特例貸付の借受人世帯等 

・事前予約制 

・第 2回目以降は、お茶や茶菓子を用意 

来場者 ①2名 ②3名 ③３名 

実施して 夕方の時間帯に開催することで、日中働いている方の参加もありました。お茶や茶菓子

を用意し、話しやすい場づくりの工夫をしました。参加者ひとりひとりと落ち着いて向き

合うことができ、信頼関係構築の一歩、今後の継続的な関わりにつながる機会となりま

した。生活相談会のチラシを見て、「今すぐ話を聞いてほしい」と相談が入り、話を聴き

一緒に整理をすることで、相談者の孤独・孤立の防止につながった事例もありました。

各種手続きについても、ゆっくりと話しながら進めることができ、手続き完了まで寄り添

うことができました。 

 

〇第 10回槇福まつりへの参加 

日時 令和 7年 11月 9日（日） 

場所 宇治市立槇島小学校 

内容 ・簡易アンケート①「これからこうなってほしい」 

・簡易アンケート②「近くでこんなことが相談できたら」 

・ミニゲーム「トリこぼさないゲーム」（共同募金の呼びかけと共に実施） 

～高いところからひらひらと舞い降りてくる羽根をいくつキャッチできるかな？ 

キャッチできた羽根の数に応じて飴をプレゼント！～ 

参加者 槇福まつりへ出演された皆さん、来場された皆さんへ参加の声かけ 

実施して 「温ったか京都・寄り添いワーカー」の存在の周知や各関係機関との関係構築、地域の皆

さんが求めている相談の場を知る（聞く）ことを目的に出展しました。子どもから保護者、

高齢者まで、それぞれのライフステージで感じている心配ごと等を聞く機会となりました。ト

リこぼさないゲームは、赤い羽根共同募金の呼びかけとともに行いました。ミニゲームは

「困りごとを抱えている人をトリ（取り）こぼさない」、「トリ（鳥）の羽根をキャッチする」をか
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けて準備しました。当日は子どもから高齢者まで終始楽しんでいただけました。槇福まつり

は地域の様々な団体等に関わる人の来訪もあり、ゲームのアイディアやヒントを得ていく人

もいました。 

 

４．福祉サービス利用援助事業の実施 

目  標／日常生活に不安のある方の生活課題への対応と支援を行います。 

取組み／福祉サービス利用援助事業の適正な実施 

生活支援員の拡充と資質向上 

障害者・高齢者権利擁護センターへの協力 

（１）契約状況 

（実契約者数） 生・・生活保護世帯 非・・非課税世帯 他・・その他の世帯              （単位：名）  

 認知症 

高齢者等 

知的 

障がい者等 

精神 

障がい者等 
その他 合計 

区 分 生 非 他 生 非 他 生 非 他 生 非 他 生 非 他 

令和 5年度 5 8 2 3 15 2 10 16 1 1 2 0 19 41 5 

令和 6年度 5 9 1 ３ 14 1 9 18 0 1 2 0 18 43 2 

令和 7年度 11 9 1 3 11 2 11 20 0 2 2 0 27 42 3 

 

（新規利用者）生・・生活保護世帯 非・・非課税世帯他 他・・その他の世帯             （単位：名）  

 認知症 

高齢者等 

知的 

障がい者等 

精神 

障がい者等 
その他 合計 

区 分 生 非 他 生 非 他 生 非 他 生 非 他 生 非 他 

令和 5年度 0 3 0 1 4 0 1 1 0 1 0 0 3 8 0 

令和 6年度 1 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 3 0 

令和 7年度 6 4 0 0 0 0 2 2 0 1 0 0 9 6 0 

新規相談の急増や既存及び新規契約で支援員につなげることが難しいケースも多く専門員の人数、 

対応時間を考えると速やかな待機者の解消には至りませんでした。３月末の待機者は４２名です。 

 

（２）相談調整等の件数の推移 

 支援開始をして、生活支援員の定期的な訪問のみならず、当会への電話での不安の訴えなどがあるケ

ースも多くあります。そのような場合では、関係者と連携し、支援方針等を統一して互いの役割の確認を

しながら関わっています。 

 

（相談・連絡調整活動の実施状況）                                            （単位：回） 

 

 

認知症 

高齢者等 

知的 

障がい者等 

精神 

障がい者等 
その他 合計 

令和 5年度 1,312 1,064 2,540 133 5,049 

令和 6年度 1,414 1,539 3,724 １５８ 6,835 

令和 7年度 1,112 1,076 2,678 ２１９ 5,085 

 

（３）生活支援員の資質向上と相互交流・啓発による支援員増員 

福祉サービス利用援助事業における「生活支援員」に対して、利用者への相談援助を学ぶための 
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現任研修（いずれも京都府社会福祉協議会主催）への参加を呼びかけました。現任研修は令和７年 

11月１０日に、京都府医師会館で実施され、３名が参加されました。当会主催の新任研修は今年度 

不開催でしたが、次年度の開催に向けて準備をしています。支援員同士の交流を深めるための「お茶 

会」は、令和７年度も中止としました。 

 

（福祉サービス利用援助事業の紹介・ＰＲ） 

実施日 啓発 場  所 

令和７年５月２３日（金） 宇治市福祉こども部・健康長寿部職員研修 宇治市役所 

令和７年７月１１日（金） 東宇治圏域宇治市ケアマネ勉強会 
東宇治地域福祉センタ

ー 

令和７年７月２4日(木) 
宇治市障害者・高齢者権利擁護センター 

権利擁護業務研修 
うじ安心館 

令和７年７月２9日(火) 
福祉サービス利用援助事業専門員研修 

（講師派遣） 
ハートピア京都 

令和７年１２月６日(土) 宇治市民生児童委員協議会 新任研修⑴ 宇治市役所 

令和７年１２月１２日(土) 宇治市民生児童委員協議会 新任研修⑵ 宇治市役所 

令和８年１月１０日(土) 宇治市市民後見人等養成講座（講師派遣） 
東宇治地域福祉センタ

ー 

 

（ＮＰＯ法人山城権利擁護ネットワーク主催 福祉サービス利用援助事業の紹介・ＰＲ） 

日  時 令和 8年１月１0日（土） 11：00～12：00 

場  所 東宇治地域福祉センター 

目  的 福祉サービス利用援助事業の啓発 

内  容 
福祉にまつわる制度や施策、当事者の権利を擁護する取組みについて、当事業の

概要や利用者の状況、関わりの中で大切にしていることなどの説明。 

参加者 山城権利擁護ネットワーク主催 市民後見人養成講座 受講者約 20名 

実施して 

生活支援員活動について募集を呼びかけた結果、１名の生活支援員登録があり

ました。成年後見への関心も日に日に高まりつつあり、市民が参加する当講座で

の事業紹介やＰＲには効果があるため、今後も協力していきます。 

 

（４）山城北中部広域社協合同講座（研修や講座等の企画・実施） 

福祉サービス利用援助事業を啓発する機会と、専門員の資質向上を目的に、山城北中部の７市町 

社協（宇治市・城陽市・久御山町・八幡市・京田辺市・井手町・宇治田原町）と京都府社協との協働で 

企画を立て、研修や講座等を実施しています。 

 

（合同会議） 

日  時 

① 令和７年５月１５日（木）  

② 令和７年６月２６日（木） 

③ 令和７年８月２１日（木） 

④ 令和７年９月３０日（火） 

⑤ 令和７年１０月３０日（木） 

⑥ 令和８年３月１６日（月）  
場  所 城陽市社会福祉協議会 

目  的 市町村単位で開催が難しい福祉サービス利用援助事業の課題解決への取組み 

内  容 生活支援員向けの研修会の企画と円滑な事業運営のための情報共有 

参加者 各市町村社協専門員及び担当職員 
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参画して 

各市町村の社会福祉協議会の専門員や担当者と顔を合わせ情報交換すること

で、運営方法や取組み方法の違いや、工夫を知る機会になっています。 

今年度は依存症の理解をテーマに、１２月１９日に生活支援員の方々も含めた研

修会、１月２９日、１月３０日、２月６日には専門員にて依存症の回復支援を行われ

ている京都 MAC にてミーティングへの参加、２月１８日に同施設の見学と、同じ

支援者同士としての意見交換を実施しました。 

 

（生活支援員向けの研修） 

日  時 令和７年１2月 19日（木）１2：30～16：00  
場  所 城陽市社会福祉協議会 

目  的 依存症について理解を深める 

内  容 
講師に京都府京都府精神保健福祉総合センター 山口徹氏を招き、依存症の理

解と対応をテーマに講義と参加者同士で演習、意見交換を行いました。  
参加者 各市町村社協専門員及び担当職員 

参加して 

依存症は、それにより表出している行動へ意識が傾きがちであるが、「その背景

に何があるのか」に目を向けることが、依存症の理解に大切であるという気づき

などをお話いただき、考えを巡らせる機会となりました。また、参加された生活支

援員の方からは、講義内容だけでなく、他市町村の同じ生活支援員の方との交

流の機会として、とても貴重な機会となったとの感想をいただきました。  
 

（５）専門員の資質向上 

福祉サービス利用援助事業において「専門員」の資質向上を目的に研修・会議に専門員・担当係 

長が参加しました。 

（専門員向けの研修） 

日  時 
令和７年１０月 ２日（木）１０：30～16：４５ 

令和７年１０月２４日（金）13：45～14：45  
場  所 キャンパスプラザ京都 

目  的 共生社会における権利擁護支援を考える 

内  容 

講師に日本司法支援センター（法テラス）本部 シニア常勤弁護士 水島俊彦氏

を招き、1.「本人を中心にした権利擁護支援を考える～権利擁護支援のモデル

の実践～」 による講義と演習。2.若年性認知症当事者をお招きし講義「当事者

の方から学ぶ」 を受けました。意思決定支援における意思形成支援→意思表明

支援→意思実現支援について学び、意見交換を行いました。 

参加者 各市町村社協専門員及び担当職員 

参加して 

成年後見制度の改正の要点や、愛知県豊田市の「フォロワー」という役割の先進

事例、トーキングマットを用いた好きと嫌いのグラデーションを理解する手法など

について学びました。また、社会課題として家族が「保証人」として「保証」してき

た範囲が、経済的保証や身元保証など幅広く、家族が保証することが前提となっ

ていたことでの課題が多いことを学びました。  
 

（地域福祉権利擁護事業（福祉サービス利用援助事業） 専門員会議について） 

日  時 
令和７年 ５月２７日（火）10：30～１５：３０ 

令和７年１２月１１日(木)１５：00～１６：３０ 

場  所 宇治市総合福祉会館（Zoomにて参加） 

内  容 地域福祉権利擁護事業について令和７年度の事業運営について報告し、意見交換
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を行いました。また、「福祉サービス利用援助に関する契約書」の契約条項の改定お

よび住民税非課税世帯の利用料公費負担適用範囲の変更に伴う、利用者に対する

説明および同意書の徴求について進捗状況を確認し、変更にかかる手続き等の課

題を共有、協議しました。 

参加者 地域福祉権利擁護事業専門員・権利擁護担当職員 

参加して 

契約書の改定が必要な利用者に対して、移行期間を含めて示されたスケジュールの

中で計画を立て、丁寧な説明の上同意をいただくための対応に努めました。利用者

の中には、改定を受けて契約の終了を希望される人もおられ、丁寧に対応しました。 

 

（京都府医療観察ネットワーク連絡会「京ねっと」研修） 

日  時 令和７年１０月２日（木）1４：００～1６：３0 

場  所 京都保護観察所 

内  容 

「医療観察法の地域処遇における生活支援について」～地域生活における処遇と支

援を考える～地域処遇に携わる地域支援者による実践報告および質疑応答・意見

交換 

参加者 京都市、乙訓、山城北および山城南保健所圏域の支援担当者 

参加して 

医療観察法により医療機関を退院し、地域処遇となった方が地域生活をする上での

支援について実践報告を受け、その後グループに分かれて必要とする支援や課題に

ついて意見交換を行いました。 

地域の理解を得ることの難しさ、本人の希望を叶えることと地域からの要請とのバラ

ンスをいかに取っていくかに課題があります。関係機関が地域で安定した生活を送

れるよう連携していくことの重要性を学びました。 

 

（地域福祉権利擁護事業（福祉サービス利用援助事業） システム構築に係るミーティング 

日  時 

・令和７年１０月２９日（水）１０：００～1１：３０ キックオフミーティング 

・令和８年 １月２２日(木) 15：30～16：30 オンライン会議 

・令和８年 ３月１９日(木) １５：００～１６：００ オンライン会議 

場  所 宇治市総合福祉会館（Zoomにて参加） 

内  容 kintoneの導入へ向けたシステム構築の説明と今後のスケジュールについて 

参加者 京都市を除く京都府下地域福祉権利擁護事業専門員・権利擁護担当職員 

参加して 

ICT の導入による、利用料請求等の事務負担の軽減を含めた連携強化を目的に、

委託元である京都府社会福祉協議会が kintone のシステム構築を目指します。一

方で、個人情報保護の観点より、環境整備等の解決すべき課題も見えてきています。 

 

（日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業）実地調査） 

日  時 令和 7年１２月４日（木）１０：3０～16：3０ 

場  所 宇治市総合福祉会館 

内  容 
事業実施にかかる組織体制、契約手続き、通帳やハンコ等の保管、支援計画の取扱

い等が適正に行われているかについての調査 

参加者 京都府社会福祉協議会２名、京都府運営適正化委員２名、当会事務局６名 

調査を 

受けて 

前回の実地調査時に指摘があった、預かりの無い通帳等を出金時に持ち出す際の

利用者との相互確認について、改善したことを確認いただきました。記録について

は、丁寧すぎるくらいの記入ができているとのコメントをいただいた一方で、世帯で支

援を行っている利用者の方の、記録のファイリングや保管の仕方について指摘があ
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り、改善を進めることとなりました。 

 

 

（福祉サービス利用援助事業 ブロック別事例検討会） 

日  時 令和７年８月６日（水）13：30～16：30 

場  所 お茶と宇治のまち歴史公園茶づな 

内  容 支援困難な２事例を検討 

参加者 各市町村社協の福祉サービス利用援助事業専門員・権利擁護事業担当・関係機関 

参加して 

講師に大釜訓氏（京都府社会福祉士会）、村田智子氏（リーガルサポート京都支

部）、岩崎智加氏（京都弁護士会）、西村伊三男氏を迎え、助言をいただきながら支

援困難事例を検討し、検討内容の共有を行いました。 

 

（６）宇治市障害者・高齢者権利擁護センターへの参画 

   宇治市が障がい者、高齢者の生活を地域で支えるための、関係機関・団体の地域連携ネットワーク

の整備・運営を担っていく中核機関として設置した「宇治市障害者・高齢者権利擁護センター」の運

営に参画しました。 

日  時 

（運営委員会） 

① 令和７年７月２８日（月）10:00～1２:00 

② 令和８年２月１３日（金）14:00～16:00 

場  所 うじ安心館 

内  容 

① 令和７年度の実績及び取り組み（相談実績・取組内容） 

・一次相談窓口担当機関の職員等への研修（令和７年７月・８月） 

・市民後見人等養成講座の開催（令和７年秋～） 

   ・任意後見等についての講演会（令和７年１２月） 

   ・出前講座の開催 

   ・市ホームページへの情報掲載 

   ・パンフレットの作成 

② 令和７年度の相談支援の状況について 

   ・権利擁護に関する相談件数 

   ・行政窓口への相談内容の内訳 

   ・センターにおける二次相談の対応実績 

   令和７年度センター事業の実績状況について 

   ・相談支援体制の充実の取組 

   ・市民後見人等の担い手の育成 

   ・市民や支援者等に向けた広報・啓発の取組 

参加者 

（運営委員選出団体等） 

京都弁護士会、京都司法書士会、京都社会福祉士会、京都家庭裁判所後見センタ

ー、京都府障害者・高齢者権利擁護支援センター、市内高齢者相談機関、市内障害

者相談機関、山城権利擁護ネットワーク、宇治市社会福祉協議会 
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参加して 

これまで、障がい者、高齢者の権利擁護や成年後見に関する相談について、相談

機関が一次的な窓口として対応してきましたが、一方で内容の複雑化に対応する相

談体制の整備が求められていました。一次相談窓口等での従事者のスキルアップ、

困難事例に対してのアウトリーチ支援の実施など、権利擁護、成年後見に関する相

談支援の充実とネットワークの構築、また一次相談から二次相談（中核機関：専門

相談）への仕組みにより、宇治市における権利擁護を取り巻く環境の整備につなが

っていくと思われます。 

 

5．生活困窮者自立支援事業における学習・生活支援事業の取組み 

目  標／生活困窮世帯等の中学生の学習習慣の定着を目指した支援を行います。 

          若年層への地域福祉・ボランティア活動へのきっかけづくりに生かします。 

取組み／週２回の学習・生活支援事業の実施 

 

宇治市内の中学１年生から３年生のうち、宇治市が適当と認めた生徒を対象に「学習・生活支援事

業～うじピョンの学び舎～」（以下、学び舎）を運営しました。１８時から２０時、原則週２回の開催に加え、

テスト前や長期休暇中には開催日を増やして実施しました。 

 今年度は計１１４回実施し、多い時期で 16名が利用しました。そのうち中学 3年生は 6人で、うち 5

人は高校に進学しました。1名は事故から長期入院を余儀なくされ、高校への進学が叶わないままに事

業利用を終了しました。他にも、家庭環境の問題から児童相談所一時保護となり、事業利用を終了した

生徒も 1人いました。 

 中学 3年生を中心に 2学期前後の時期からは徐々に受験勉強への気持ちが高まる生徒が増える一

方、新たに利用を開始する生徒の中には、慣れない学び舎での過ごし方に戸惑う人もありました。生徒

本人や保護者とも丁寧に面談等を重ね、勉強時間が少しずつ長く取れるようになり、勉強する場所と居

場所をうまく使い分けられるようになる生徒も見られました。 

 季節行事の経験や、他校の生徒や学習支援員（大学生を中心としたボランティア）との交流を目的に、

年末に「クリスマス会」と称したレクリエーションの機会も持ちました。日ごろは反抗的な態度を示す生徒

もみんなの輪の中で柔和な表情を浮かべていたことが印象的でした。人との関わりで日毎表情が変わ

るのかと強く感じさせられました。 

 進路選択においては、自分の学力や将来の夢に合う進路に悩む生徒からの相談や、経済的な不安を

訴える保護者からの相談がありました。中学校や塾での指導経験がある職員から生徒に対して進路へ

のアドバイスを行い、また保護者へは当会の総合相談力を活かし、中学校の相談員とも連携して、生活

福祉資金等の制度利用に向けた対応を保護者に行うなどしました。 

 心身ともに著しい成長や変化が見られ、時として家族や学校に反発する中学生を家族や関係機関と連

携しながら事業の制約の中でどう対応するか。悩みや困難を抱える中学生との関わりの中で強く感じさ

せられる１年でした。 

 

（学習支援事業の開催状況） 

 4

月 

5

月 

6

月 

7

月 

8

月 

9 

月 

１０ 

月 

１１ 

月 

１２ 

月 

1 

月 

2

月 

3

月 
合計 

開催回数 8 9 11 11 9 9 9 10 8 10 10 10 1１4 

参加人数延べ 50 71 85 74 58 104 101 102 90 108 87 71 1,001 

学習支援員延べ 32 44 39 46 40 49 48 56 43 48 47 52 544 
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（学習支援事業の実施推移） 

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

回数 109 105 114 

参加人数（のべ） 918 922 1,001 

学習支援員（のべ） 474 436 544 

 

 

６.生活課題に向き合う福祉団体の活動支援  

目  標／福祉団体の運営支援を通じて団体運営の課題、ニーズを把握するとともに当事者の

生活課題やその背景にある地域課題を把握します。 

取組み／共同募金委員会の赤い羽根コラボ助成や各種民間助成制度の活用を通じた団体 

支援と情報共有 

 

（１）赤い羽根コラボ助成金 

宇治市共同募金委員会の事業とし、赤い羽根共同募金配分金を活用した活動支援が行われています。

募集事務等は募金委員会の事務局を併せ持つ当会が行っています。助成金相談を入口にしながら、当事

者団体やボランティア活動団体の状況把握や課題についての情報収集を行うことが当会として必要と捉

えており、活動や事業の原資となる共同募金運動との連動性をもって相談対応しています。 

  令和７年度は、宇治市総合福祉会館の改修工事も終了し、以前の活動場所や内容で実施がなされた

団体が多数あり、合計４２団体から申請がありました。活動者数の落ち込みで活動の調整ができず、実施

規模が縮小された事業や実施に至らなかった事業もありました。令和６年度に新規に立ち上げをされた

団体が、活動の幅を広げ、事業数を増やして取り組まれていました。 

改めて各団体の現状を把握し、資金面だけでなく、寄り添って応援していく取り組みが求められていま

す。助成を継続しながら、現状の再分析と、各団体に寄り添った丁寧な関わりをしていきます。 

（赤い羽根コラボ助成金の助成状況） 

年度 申請額（円） 決定額（円） 申請事業件数 決定件数 新規団体 

令和 5年度 3,118,000 2,949,000 

運営費 21 19 2 

事業費 ５6 54 2 

新規事業 1 0 0 

令和 6年度 3,082,000 2,992,000 

運営費 20 19 1 

事業費 54 54 0 

新規事業 3 2 2 

令和７年度 3,423,000 3,383,000 

運営費 ２２ ２２ １ 

事業費 ６１ ６１ １ 

新規事業 ３ ２ １ 

 

（赤い羽根コラボ助成金の助成内訳）       

 団体名 事業名称 助成決定額 助成確定額 

1 ビーバー 視覚障害等のサロンおよび CDの送付 50,000  50,000 

2 
宇治市障害者スポーツ大

会実行委員会 

第 49回宇治市障害者スポーツ大会～

障害者スポーツフェスタ 2025～ 
50,000  50,000  

3 ことのは 障害を持つ子供の親の勉強会 40,000  27,000 
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4 宇治おもちゃ箱 運営助成 20,000  20,000 

5 わぁわぁネット 
わぁわぁネット合同交流会 50,000  50,000 

わぁわぁネットミニ交流会 50,000  41,000 

6 宇治地区保護司会 
更生保護制度の啓発を目的とした、標

語・作文の募集と表彰 
50,000  50,000 

7 kinarico 運営助成 20,000  20,000 

8 点訳グループ「宇治川」 
運営助成 20,000  20,000 

点訳奉仕員養成初級講座 50,000  50,000 

9 宇治手話サークル太陽 

交流会・研修会・地域別交流会 50,000  50,000 

社会見学 50,000  50,000 

新春交流会 50,000  50,000 

10 
宇治市要約筆記サークル

「エコー」 

運営助成 20,000  20,000 

機関紙「エコー便り」発行 50,000  50,000 

中途失聴・難聴者コミュニケーション改

善学習 
50,000  50,000 

高齢者サロンでの聞こえをサポートする

ボランティア 
50,000  50,000 

11 宇治市肢体障害者協会 

運営助成 20,000  20,000 

市民とのふれあい 50,000  50,000 

新規会員・サポーター募集に係る広報 50,000  50,000 

12 
グリーンボランティア「あめ

ノチ花」 
運営助成 20,000  20,000 

13 宇治市連合喜老会 
シルバーリーダー研修会 50,000  40000 

友愛活動 50,000  50,000 

14 NPO法人 京よりそい 運営助成 20,000  20,000 

15 宇治難病患者連絡会 

運営助成 20,000  20,000 

患者と家族の交流会「季節を感じる癒

しのフラワーアレンジメント」 
50,000  50,000 

16 わくわく^kyoto^ Space showtime vol.8 50,000  50,000 

17 
宇治市障害者福祉施設連

絡協議会 

うじ・はんどめいどフェア 50,000  50,000 

市役所ロビーほっとショップ、オープンカ

フェうじ 
50,000  50,000 

18 しろくまべえす 

運営助成 20,000  20,000 

放課後のつどいと休日レクリエーション 50,000  50,000 

みんなとアート CAFÉ 50,000  50,000 

19 宇治市連合母子会 

ひとり親家庭親子のためのボーリングク

リスマス会 
50,000  49,000 

ひとり親家庭親子のためのいちご狩り

体験 
50,000  33,000 

20 
要約筆記サークル「やまび

こ」 

運営助成 20,000  20,000 

聴覚障害及び団体への支援 39,000  23,000 

聴覚障害者と要約筆記の啓発 30,000  12,000 

要約筆記者の研修 21,000  16,000 
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21 宇治市介護者(家族）の会 

運営助成 20,000  20,000 

会報「ほのぼの」発行、暑中見舞い、年

賀状送付 
45,000  45,000 

親睦交流会（介護体験発表とつどい） 50,000  38,390 

サロンせせらぎ（地域のつどい） 50,000  50,000 

22 
笠二学区地域交流の場つ

くりの会 

夏まつり 50,000  50,000 

敬老の集い 20,000  18,000 

茶話会 20,000  2,000 

23 笠二田楽集会 子どもの集いの場つくり 50,000  50,000  

24 なまけもの 地域住民によるつどい 44,000  44,000 

25 まちづくりねっと・うじ 
交流の場づくり/専門家とのつながりづ

くり 
50,000  50,000 

26 宇治市視覚障害者協会 

目の健康講座 50,000  31,000 

研修旅行 50,000  50,000 

運営助成 20,000  20,000 

27 
宇治市子ども会連絡協議

会 

研修活動 50,000  50,000 

球技大会（親子で楽しむグランドゴルフ

大会） 
50,000  50,000 

新春子ども大会 50,000  50,000 

28 才才の会 運営助成 20,000  20,000 

29 
山城ろうあ者新年大会実

行委員会 

山城ろうあ者新年大会 50,000  50,000 

運営助成 20,000  20,000 

30 子ども部会 子どもサロン 運営助成 20,000  20,000 

31 おとなの居場所”歌広場” 運営助成 20,000  20,000 

32 わたしの居場所 わたしの居場所＠おおばく 48,000  48,000 

33 
宇治リーディングボランティ

ア 

リスナーと URV との交流事業 50,000  50,000  

音訳ボランティア養成事業 50,000  44,000  

34  NPO法人アウンジャ 

運営助成 20,000  20,000 

臨床美術講座 4月・10月 50,000  50,000 

食事会 50,000  40,000 

食材配布「フードバンク(セカンド・ハー

ベスト)から食材の引き取り、配布」 
50,000  16,000 

35 宇治市ろうあ協会 

運営助成 20,000  20,000 

クリスマス会 50,000  50,000  

社会見学 50,000  50,000  

第 26回敬老会 50,000  50,000  

36 和っ葉っ歯クラブうじ 

多世代で楽しく過ごすクリスマス会 30,000  28,000 

お正月すごろくで新年会 10,000  9,000 

宇治の今昔写真展～思い出の宇治と朝

散歩の花たち 
50,000  46,500 

運営助成 20,000  20,000 

37 
精神保健サロン「元気です

会」 

精神障がい者サロン運営事業 50,000  50,000  

精神障がい者野外レクリエーション事業 50,000  0  
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精神障がい者季節事業 Xmas会 46,000  46,000  

38 宇治市父子会 父と子のつどい 50,000  44,000  

39 
炭山区町内会助け合い 移

動支援をすすめる会 
運営助成 20,000  20,000  

40 
宇治市中途失聴・難聴者

協会 

機関紙「はと」発行発送 50,000  50,000 

みんなの手話勉強会 50,000  50,000 

聞こえの広場・誕生日会 50,000  50,000 

41 
宇治地域福祉研究所（学

校 deカフェ） 

運営助成 20,000  20,000 

市民向け講演会の実施 50,000  50,000 

42 炭山地区まちづくり協議会 運営助成 20,000  20,000 

 

 

（2）民間助成金の情報提供 

福祉活動団体や、社会福祉法人から相談を受ける中で、生活課題や地域課題の把握を行うとともに民

間助成金の情報を案内し、活動の支援を行いました。子ども食堂の助成金は、推薦書等の事務手続を行

いましたが、残念ながら助成決定には至りませんでした。 

地域のサロンから、マイクとスピーカー等の老朽化に伴う更新のための費用についての相談があり、助

成金情報を案内、推薦書等の事務手続きをサポートし、採択にいたりました。 

  （民間助成金の助成状況）※本会が事務取扱をして助成決定に至った団体分のみ掲載 

 

助成金名 助成団体 

公益財団法人大阪ガスグループ福祉財団 Hot！ふれあいサロンあじさい 

 

 

第３章 協議体としての法人経営及び財源づくりの強化と人材育成 

 

社会福祉協議会の役割である地域福祉の推進に持続可能かつ安定して取り組

めるよう、財源づくりの強化と人材育成を図りながら、法人経営を進めました。 

理事・評議員をはじめとした役職員間で地域福祉実践（事業・財務）を共有しな

がら「議論できる」、「参加・参画できる」場を設けました。また、社会福祉法人との

連携を形にし、協議体としての機能を発揮しました。 

 

（目標と実施する取組み） 

１．時代に即した法人運営の強化 

目  標／時代に即した社会福祉協議会の運営を進めます。 

取組み／三役会の実施 

理事会の実施 

評議員会の実施 
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定期監査の実施 

    専門委員会（仮称）の適宜実施 

社会福祉法人としての組織強化や当会の広報周知、地域福祉推進のための財源づくり、働き

方改革などの時代の情勢に応じた法人運営を行いました。 

 

（1）三役会、理事会、評議員会、定期監査の実施 

正副会長会（三役会）、理事会、評議員会、監査、評議員選任・解任委員会を適宜開催しました。感

染症対策のため、対面出席とオンライン出席の併用による実施を継続しました。 

（三役会の開催状況） 場所：宇治市総合福祉会館 

三

役

会 

第１回：令和７年４月３０日（水） １３：３０～1７：００ 

第２回：令和７年５月２日（金） ９：３０～１２：００ 

第３回：令和７年５月２２日（木） ９：３０～１２：００ 

第４回：令和７年６月９日（月） １３：３０～１７：００ 

第５回：令和７年８月７日（木） ９：３０～12：００ 

第６回：令和７年９月２４日（水） １３：３０～１７：００ 

第７回：令和７年１０月２９日（水） １３：３０～１７：００ 

第８回：令和７年１２月２４日（水） １３：３０～１７：００ 

第９回：令和８年２月９日（月） １３：３０～１７：００ 

 

（理事会の開催状況） 場所：宇治市総合福祉会館 

理

事

会 

 

 

 

 

 

 

第１回：令和７年５月２８日（水）１３：３０～１６：００ 

出席理事１２名/出席監事２名 

＜議案＞ 

① 補欠評議員の選任候補者の推薦について 

② 評議員の選任候補者の推薦について 

③ 事務局長の交代に伴う補欠評議員選任・解任委員会の委員の選定について 

④ 評議員選任・解任委員会の開催について 

⑤ 社会福祉法人宇治市社会福祉協議会 表彰規程の一部改正について 

⑥ 社会福祉法人宇治市社会福祉協議会 職員就業規則の一部改正について 

⑦ 令和６年度事業報告について 

⑧ 令和６年度社会福祉事業拠点区分決算について 

⑨ 令和６年度収益事業拠点区分決算について 

⑩ 令和７年度社会福祉事業拠点区分資金収支予算補正案について 

⑪ 理事候補者の推薦の同意について 

⑫ 監事候補者の推薦の同意について 

⑬ 評議員選任・解任委員の選任について 

⑭ 理事会の開催について 

第２回：令和７年６月１３日（金）１５：５５～１６：２５ 

出席理事１２名/出席監事１名 

＜議案＞ 

① 会長、副会長及び常務理事の選定について 

第３回：令和７年１０月１４日（火）１４：００～１６：３０ 

出席理事１２名/出席監事２名 

＜議案＞ 
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① 令和７年度社会福祉事業拠点区分資金収支予算補正案について 

② 社会福祉法人宇治市社会福祉協議会 職員就業規則の一部改正について 

③ 社会福祉法人宇治市社会福祉協議会 職員給与規程の一部改正について 

④ 第１９１回評議員会の開催について 

第４回：令和８年１月１５日（木）１４：００～１６：００ 

出席理事１４名/出席監事２名 

＜議案＞ 

① 第１９２回評議員会の開催について 

第５回：令和８年３月６日（金）１４：００～１６：００ 

出席理事１４名（内、１名オンライン参加）/出席監事１名 

＜議案＞ 

① 社会福祉法人宇治市社会福祉協議会 経理規程の一部改正について 

② 社会福祉法人宇治市社会福祉協議会 職員給与規程の一部改正について 

③ 令和８年度事業計画案について 

④ 令和８年度社会福祉事業拠点区分資金収支予算案について 

⑤ 令和８年度収益事業拠点区分資金収支予算案について 

⑥ 定時（第１９３回）評議員会の開催について 

 

（評議員会の開催状況） 場所：宇治市総合福祉会館、宇治市産業会館 

 

（評議員選任・解任委員会） 

日  時 令和７年６月４日（水）１３：２０～１４：００ 

出席者 評議員選任・解任委員３名/理事１名 

内  容 
① 補欠評議員の選任について 

②～㉒ 評議員の選任について 

評

議

員

会 

第１回 定時評議員会（第１９０回）：令和７年６月１３日（金）１４：００～１５：４０ 

出席評議員２８名/出席理事１１名/出席監事１名 

＜議案＞ 

① 令和６年度事業報告の承認について 

② 令和６年度社会福祉事業拠点区分決算の承認について 

③ 令和６年度収益事業拠点区分決算の承認について 

④ 令和７年度社会福祉事業拠点区分資金収支予算補正の承認について 

⑤～⑱ 理事の選任について 

⑲～⑳ 監事の選任について 

第２回 評議員会（第１９１回）：令和８年１月３０日（金）１４：００～１５：００ 

出席評議員１６名（内、３名オンライン参加）/出席理事１１名/出席監事２名 

<議案> 

① 令和７年度社会福祉事業拠点区分資金収支予算補正の承認について 

第３回 評議員会（第１９２回）：令和８年３月３０日（月）１４：００～１５：００ 

出席評議員１４名/出席理事１１名（内、１名オンライン参加）/出席監事２名 

<議案> 

① 令和８年度事業計画案の承認について 

② 令和８年度社会福祉事業拠点区分資金収支予算案の承認について 

③ 令和８年度収益事業拠点区分資金収支予算案の承認について 
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（期末監査） 

日  時 令和７年５月１９日（月）１３：３０～１５：３０ 

出席者 監事２名/理事１名 

内  容 
① 令和６年度 業務監査 

② 令和６年度 財務監査 

監事意見 

① 業務監査 

会費、生産性向上、人材確保等について意見がありました。 

② 財務監査 

赤字状況、事業の費用対効果、日々の出納管理等について意見がありました。 

  

（第三者委員会） 

日  時 令和７年９月１８日（木）１４：００～１５：３０ 

出席者 第三者委員 ３名／理事１名／事務局 

内  容 

① 令和６年度の苦情や事業のミス等の報告 

② 令和７年度の８月までの苦情や事業のミス等の報告 

③意見交換 

 

（２）衛生委員会の実施 

 職員の健康意識の向上を目的とした情報提供や職場環境の整備に努めました。 

（衛生委員会） 

実施日 毎月第３水曜日 14：００～15：００ 

出席者 委員長１名、衛生管理者１名、産業医１名、事業所１名、労働者４名、事務局１名 

内  容 
職場巡視（週１回は衛生管理者が実施、月１回は産業医が実施） 

職場環境の整備について 

 

 

 

２.社会福祉法人等との連携強化  

目  標／地域課題や法人を取り巻く課題を社会福祉法人等と共有し、解決策を探ります。 

取組み／関係機関が持つ資源活用、対話と協働による地域課題の把握や解決に向けた協議 

のための連絡会（仮称）設置 

 

令和５年度から、地域包括支援センター受託法人が中心となって介護職、人材の確保にかかる協議

の場に参加し、令和６年７月に「宇治市高齢福祉事業者等協議会」が発足しました。令和７年度は、設

立 1 周年記念事業として、「うじのふくしで働く人展」（令和７年７月３１日）を開催しました。パネルディ

スカッション「私たちがうじのふくしで働く理由」では、市内の福祉施設で働く方から福祉の仕事の魅力

を語っていただきました。また、「えがお戦隊介護マンショー」「１０人のうじの福祉で働く人パネル展」な

ど、福祉の仕事のことを多くの方に知っていただける機会となりました。 

 

３．新たな財源づくりの強化に向けた取組み 

目  標／持続可能な法人運営に向けた新たな財源づくりと適正な財源確保に取り組みます。 

取組み／社会福祉法人の特性を活かした遺贈等のしくみの導入および広報 
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広報との一体的展開による積極的な会員（住民会員、事業所会員、施設会員、団体 

会員、賛助会員）募集の呼びかけ 

１㎡でできる社会貢献事業（収益事業）による飲料用自動販売機設置の拡充 

寄附金の受入れと基金の適正運用 

 

（１）会員募集の増強 

令和７年度実績は、令和６年度に比べ 47万円余りの減額となりました。住民会費については、自治会・

町内会自体の解散や世帯数の多い自治会・町内会からの協力自体が無くなった先もあり、令和６年度と

比べ６１万円余りの大幅な減額となりました。一方で、事業所会費や施設会費等、協力額が徐々に復調し

てきた会費種別については増額となりました。今後の会費依頼に向けては、地域住民との関係性を大切に

しながら、当会や当会の関わりの中で進める従来の依頼を継続するとともに、口座振替での協力依頼の

拡充やキャッシュレスによる、新たな協力方法のしくみづくりが必要です。 

 

（令和７年度 会員募集の状況）   （単位 円） 

 当会の会費・寄付金 

令和５年度 ９，６１５，８０２ 

令和６年度 ８，９８１，８７３ 

令和７年度 8，503，785 

 

（令和７年度 会員種別ごとの状況）                                                      （単位：円） 

 住民会費 寄付金 賛助会費 事業所会費 団体会費 施設会費 特別賛助会費 

令和５年度 6,859,400 1,298,801 91,276 33６,000 403,325 205,000 422,000 

令和６年度 5,865,200 １,４１３,４８３ １００，０００ ４６５，０００ ４０４，０００ ２６８，０００ ４６６，１９０ 

令和７年度 5,255,000 1,302,465 129，620 550，000 397，000 293，000 576，700 

 

（２）1㎡でできる社会貢献（自動販売機設置事業）の推進 

企業等の社会貢献を進める観点から様々な法人や事業所、地域の学区福祉委員会等のご協力を得な

がら飲料用自動販売機を設置しています。電気料金の高騰や飲料品の値上げなどを受けて全体的に自

動販売機の売上実績が減少しています。令和７年度は新規の設置が１台あり、令和６年度よりも若干の増

収となりました。物価高騰による商品や電気代の高騰、飲料の補充スタッフの不足など、自動販売機を取

り巻く環境は年々厳しくなっていますが、事業所や各関係団体への会員募集時など機会を見つけ、自動販

売機設置への協力を募っていきます。 

（自動販売機手数料収益実績）                                           （単位：円） 

 設置場所 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

１ ㈱ミヤモト  110,186 112，０５２ 128，093 

２  旦椋公会堂 １７５,３７３ 147，876 132，722 

３  開地域福祉センター 95,890 ８８，０２５ 103，339 

４  東宇治地域福祉センター 112,459 146，068 116，338 

５ 粂田建設 85,806 104，847 114，803 

６ リエゾン宇治おおくぼ 67,467 50，684 47，054 

７ リジェール柳田 195,647 176，145 163，217 

８ マークアップ大久保 23,561 設置なし 設置なし 
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（３）寄附金の受入れと「ふれあい基金」「ボランティア基金」「災害時支援活動準備金」 

の適正運用 

  様々な方から寄附を受入れ、「ふれあい基金」「ボランティア基金」の運用による財源確保に努め

ました。 

 

（寄附金・寄附物品の推移）                                              （下段：円） 

年度 

ふれあい 

基金寄附 

災害時支援活動 

準備金※1 
目的指定寄附 寄附物品 

件数・金額 件数・金額 件数・金額 件数・内容 

令和５年度 
１４件 

１,４５９,７７７ 

0件 

0 

２件 

１，０３０，０００ 

7件（うち１件は目的指定） 

米、碁盤・碁石、車いす、座

布団、他 

令和６年度 
1１件 

５５５,４１９ 

１件 

3,000 

１件 

３０，０００ 

３件 

車いす、座いす 

令和７年度 
１７件 

10,487,359 

１件 

３，０００円 

２件 

６０，０００円 

５件 

車いす、マッサージチェア 

ミシン、CD 

※会館窓口ふくろう募金等、複数回寄付先は１件とカウント。 

※災害時支援活動準備金は、社協会費の 2％分を含まず、目的指定寄附として受けた分のみ掲載 

 

 （各基金運用実績）                                                   （単位：円） 

年度 
ふれあい基金 

運用益、債券売却益 基金積立 基金取崩し 基金額 

令和５年度 597,280 0 ０ 20４,８１７,６９８ 

令和６年度 ５９６,０００ 3,860,411 １６,０００,０００ 192,６７８,109 

令和７年度 629,484 １０,４８7,35９ 38,518,289 164,647,179 

 

 

９ ユニチカユニオン宇治 １２９,５０５ ９８，０６４ 107，033 

1０ ハーモニー東風館 31,517 30，２６２ 37，404 

1１ 総合福祉会館 39,789 58，492 87，330 

1２ あさくら診療所 １１８,５６２ 120，５３４ 116，712 

1３ まごころ西宇治 ８９,２３５ ８４，０１４ 96,186 

1４ 神明神社 94,047 ８３，７４３ 106，690 

1５ 地域福祉支援センター宇治小倉 98,374 １０８，７８２ 85，780 

1６ 宇治市役所西側駐輪場 124,042 １１９，７７３ 126，679 

1７ 個人私有地（西笠取） 120,770 １５５，９１５ 140，465 

１８ 山城福祉会 41,762 ２５，３３０ 設置なし 

１９ カーサデルクオーレ宇治五ヶ庄 0 0 66，126 

合  計 １，７５３，９９２ 1,710,606 1,775，971 

設置台数 １８ １7 １７ 
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年度 
ボランティア基金 

運用益、債券売却益 基金額 

令和５年度 ９２８,９１９ 121,788,928 

令和６年度 1,080,000 121,788,928 

令和７年度 1,080,000 121,788,928 

 

（４）遺贈等の積極的な受入れ 

当会のホームページに「寄附・遺贈」項目を掲載し、協力への呼びかけを行いました。 

市民から寄せられる寄付の声に積極的に応じました。金銭による寄付受領のほか、物品寄付につい 

ては、当会での使用に限らず、NPO団体や福祉施設などに声かけをして受領いただくなど、寄付者の 

思いが有効に活用されるよう取り組みました。団体や施設とのやり取りを通じ、寄付ニーズの把握にも 

つながっています。今後も、「寄付」を介した市民とのつながりづくりを通じて、当会の「見える化」に取り 

組みます。 

 

４．即応・先駆的に取り組まれる地域福祉活動への宇治市共同募金委員会との協働支援 

目  標／地域福祉活動・ボランティア活動を支えるための寄付文化の醸成を図ります。 

取組み／地域福祉課題解決に向けた資金需要の把握と共有 

地域福祉活動を支えるための寄付文化の醸成 

 

宇治市共同募金委員会の事務局として、１０月１日から３月３１日まで展開される赤い羽根共同募

金(種別：戸別、グループ、個人、街頭、資材、学校、その他）と、１２月１日から１２月３１日まで展開さ

れる歳末たすけあい募金運動を様々な方法で市民に周知しました。 

街頭募金運動では、６２団体の参加がありました。街頭募金以外でもチラシやティッシュを配りなが

らの啓発運動や任意の各諸団体が募金箱を店頭等に設置するなどして通年で募金運動を行いまし

た。１２月には町内会・自治会を中心とした歳末たすけ合い募金の取り組みをすすめました。 

日頃寄せられる相談や地域の声を共同募金委員会の運営委員会や審査委員会に報告をし、地

域で求められている活動や、募金配分金による活動助成の必要性について協議しました。 

また、民間こども園や保育園を通じての組立式募金箱による募金活動のサポートを実施しました。

また、令和７年度も、宇治市共同募金委員会オリジナルピンバッジ（チャチャ王国のおうじちゃまデザ

イン）を作成して、イベント出展時やインスタグラムなどを通じ募金協力者の拡充に努めました。 

寄付文化醸成の取組みについては、今後、当会の広報の一つとして、クラウドファンディングの導入

を進められるよう状況収集に努めました。 

    

（募金実績）                                                           （単位：円） 

 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

一般募金 9,140,973 ９，０４１，２３２ 7，589，081 

歳末募金 ５,７２３,０３５ ５，４６７，３０１ 6，200，385 

合 計 １４,８６４,００８ １４，５０８，５３３ 13，789，466 
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（各委員会の開催状況） 

運

営

委

員

会 

第 1回：令和７年７月１０日（木） 10：30～11：40 

場  所：宇治市総合福祉会館 ※オンライン併用  

参加者：運営委員２１名（対面１３名、オンライン１名、委任状７名）・監事２名（対面２名） 

議  案：次期監事の選任について／審査委員選任について／令和６年度事業報告、決算に

ついて／令和７年度募金推進計画について 

第 ２ 回：令和７年７月１０日（木）11：40～12：40 

場  所：宇治市総合福祉会館 ※オンライン併用  

参加者：運営委員 22名（対面１６名、オンライン１名、委任状５名）・監事２名（対面２名） 

議  案：会長、副会長の選任について 

第３回：令和７年９月９日（火） 14：0０～15：30 

場  所： 宇治市総合福祉会館 ※オンライン併用   

参加者：運営委員 23名（対面１５名、オンライン２名、委任状 6名）・監事２名（対面２名） 

議  案：令和 7年度募金推進会議の開催について 

第４回：令和８年３月 9日（月）14：00～１５：30 

場  所：宇治市総合福祉会館 ※オンライン併用  

参加者：運営委員 24名（対面 13名、オンライン２名、委任状 9名）・監事２名（対面２名） 

議  案：運営委員、審査委員の選任／サロン助成、コラボ助成の交付要綱の改正について

／令和８年度事業計画・予算について／令和８年度事業への募金配分について／

令和７年度共同募金運動の実施状況報告        

審

査

委

員

会 

第１回：令和７年６月 24日（火）１４：００～15：3０ 

場  所：宇治市総合福祉会館  

参加者：審査委員５名 

議  案：令和６年度募金運動結果の概要について／令和７年度事業への追加配分と繰越に

ついて／サロン助成・コラボ助成の審査／令和７年度募金の次年度配分について／

令和７年度共同募金の啓発活動の取組について 

第２回：令和８年３月３日（火）10：30～12：00 

参加者：審査委員５名 

議  案：令和７年度活動状況と事業配分金の報告／令和８年度事業への配分について／サ

ロン助成及びコラボ助成の見直しについて／共同募金配分金を通じた地域福祉活

動について／令和８年度共同募金運動推進計画に向けての意見交換 

募
金
推
進
会
議 

日  時：令和７年９月１２日（金）10：3０～１2：００ 

場  所：宇治市総合福祉会館 

参加者：３８団体４０名（うち運営委員１０名・審査委員１名） 

報  告：宇治市共同募金委員会運営委員・監事・審査委員／令和６年度宇治市共同募金 

委員会活動報告／令和７年度推進計画 
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５．多角的な広報の取組み 

目  標／地域福祉活動や地域課題を広く周知し、地域福祉への関心を高めます。 

取組み／広報紙「社協だより」の発行 

          洛タイ新報への掲載による「月イチうじピョンの○○な話」の連載 

          ホームページや各種 SNSを通じた情報発信の強化 

 

当会の活動や地域福祉活動・ボランティア活動に取り組んでいる団体、施設等の情報を、社協だよりの

発行や、ＨＰ・SNS 等を活用した広報、洛タイ新報様のご協力による記事掲載などにより、地域福祉活動

や当会の活動を知らない人たちに向け、発信してきました。 

 

（広報紙「社協だより」の発行） 

実施日 １０月１日号 

場  所 市内約 82,000世帯にポスティング 

目  的 当会事業の周知および各種団体、活動情報の集約と発信 

内  容 

・赤い羽根共同募金が１０月１日からはじまります！（ご協力方法の紹介） 

・赤い羽根共同募金の助成を受けて活動されている団体の一部を紹介します。【手話サ

ークル太陽】 

・生活福祉資金 コロナ特例貸付を受けられた方へ【生活相談会のご案内】 

・１㎡でできる社会貢献～自動販売機の設置が地域福祉活動の支えに～【新たにご協力

をいただきました！】 

・当会からのご報告 令和６年度決算、令和７年度予算 

・うじピョンの「地元に出かけよう」（催し物紹介） 

・令和６年度会員募集協力団体・事業所の紹介／寄附のお礼 

実施して 

事業広報と同時に、各種団体活動の情報集約と発信など、当会が担う役割を意識しな

がら紙面作成しています。 

社協だより発行後には、「『うじピョンの地元に出かけよう』を見たという参加者が増え

た」などの声があり、広く市民に伝えられる広報媒体であることを改めて実感しました。 

今後も、宇治市内に全戸配布している広報紙としての強みを活かしながら、市民の地域

福祉推進・ボランティア活動振興への関心を高められるよう努めていきます。 

 

（月イチうじピョンの〇〇な話の掲載） 

実施日 毎月末（不定期） 

目 的 
当会の認知度の向上および、市民に地域福祉・ボランティア活動を伝える。 

職員の「伝える力」の資質向上。 

内 容 

・「赤い羽根共同募金で宇治の町を良くする取組みを応援します！」 

・「１㎡でできる社会貢献」～いただいたご縁に感謝を～ 飲料用自動販売機を新たに

設置できました。 

・中学生３年生に命の大切さを伝える「赤ちゃんボランティア」大募集 ～赤ちゃんボラン

ティアが中学生に、中学生がお母さんやお父さんに～ 

・こんにちは、あったか京都・寄り添いワーカーです。 

・子どもの居場所はみんなの居場所 ～子どもの学習・生活支援事業「うじピョンの学び

舎」～ 

・「“楽しい”から始まるボランティア」 

・「主体」は誰か～社協のコーディネーターとしての役割～ 
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・「赤い羽根共同募金」から見えた、地域を支える“つながり”の力 ― 宇治市社協で

の実習から見えた地域福祉のかたち ― 

・「宗像市大島学園修学旅行 ～島の高齢者を守りたい～」 

・小学校区ごとのボランティア活動に参加してみませんか？ 

・「つながりが生む『感動』と、分かち合う『喜び』」 

・～地域をつなぐ「サロン」の力～ 

 

（ホームページや各種 SNSを通じた情報発信の強化） 

 

 

6．人材育成の取組み 

目  標／目標管理のしくみ導入により社協役職員の資質向上を図ります。 

          効率かつ効果的な福祉実践への専門性の強化を図ります。 

          資格取得の推奨や、その過程における社会的な視点の獲得を通じて業務モチベー

ション向上を目指します。 

取組み／役員・職員研修の実施および職制別研修体系の構築 

          各種研修会の情報提供と参加調整 

職員基本マニュアル（仮）の作成 

メンター制度の導入に向けた体制整備 

 

福祉専攻以外の他分野専攻からの福祉職場の入職や転職が多くなっていることを受け、令和７年度 

も、階層別や体系別の内部研修を行いました。中期経営計画の「人材育成の視点」を盛り込み職員の 

育成を行っています。メンター制度については、制度導入という形ではありませんが、令和７年度新規採 

用職員に対して、年齢の近い職員を身近な相談役として位置づけました。 

 

【正職員研修】 

日  時 令和８年１月２７日（火）１４時～１６時３０分 

目  的 

・災害救助法を含む災害対策基本法など、関連法制度に意識し、根拠を確認し業務を 

遂行する。 

・どの業務、どのセクションにおいても「災害時」が「普段の仕事」の延長上にあることを 

実施日 随時 

目  的 当会事業の周知および各種団体、活動情報の集約と発信 

内  容 
・各事業の開催告知や実施報告、各種様式のアップロード等 

・関係者専用ページの活用 

実施して 

ホームページでは、各種様式のアップロードや開催の案内、ボランティアの募集の更新な

ど、随時最新情報を発信しました。「お問い合わせフォーム」の運用を引き続き行い、生活

福祉資金や当会へのご寄附、ボランティア活動等のお問い合わせをいただいています。

時間や曜日を問わずご利用いただけるため、お問い合わせをいただく機会が増えたこと

を実感しています。また、関係者専用ページの活用により、紙媒体資料削減等に努めまし

た。 

SNS では、子育てに関する当会の事業についての告知や報告等を行いました。また、参

加申込の受付にも SNS を活用しています。今後のさらなる SNS の活用に努めたいと思

います。 
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意識し、災害時を特別視せず、普段の業務を見つめ直し、連携協働を日々意識できる 

ようになる。 

・福祉分野以外のセクションとのかかわりについて、意識し、かかわりを持つことができ

るようになる。 

内  容 

【講義】 

被災者救助・支援の今後と社会福祉協議会の役割について 

 ～災害対策基本法・災害救助法改正を分析する～ 

NPO法人地方危機管理研究所（iREM） 理事長・エグゼクティブフェロー 

 吉村 裕司 氏 

【グループワーク】 

 ①災害が発生した場合、継続する業務、増大する業務の洗い出し 

②事業と活動の優先順位の検討 

実施して 

災害への備えは特別なことではなく、日常業務の延長線上にあるという意識を職員間

で共有できた。その上で、個々の能力に依存した災害対応ではなく「誰が入れ替わって

も機能する」災害対応が組織としての整備課題であることを学んだ。また、災害対策基

本法や災害救助法の改正に応じ、災害ボランティアセンターに「法的な根拠」による取

り組みが求められるようになったとことを認識する機会となった。 

 

【福祉未履修者向け研修】 

日  時 令和８年２月６日（金）１４時～１６時３０分 

目  的 
「社協」の意味（事務局ではなく「社会福祉協議会」の意味）と専門性を、自身で学び

合い確立していく。 

内  容 

【講義】 

～奈良市社協の「社協職員」との学び合い～ 

奈良市社会福祉協議会 生活支援課 主幹 重層事業担当 後藤文造氏 

                     生活支援課 基幹型包括・権利擁護センター係 井上啓子氏 

【対話】 

①社協業務を通じて感じている「福祉」の価値について 

②社協事業を通じて感じているジレンマとそのジレンマとの向き合い方 

実施して 

講師や参加者の話しやすい雰囲気により、普段言えない本音や悩みを話せた中で、相

談支援における「受容」と「信頼関係」の大切さを知る機会となった。それが、組織とし

て業務を進める力となることを学んだ。 

日常生活自立支援事業（日自）と生活支援体制整備事業（SC）を切り離さず、「一人 

の住民の暮らし」という共通の視点で、個別支援と地域支援を一体として捉える大事さ 

を学べた。 

 

【階層別研修】 

（１）主事研修 

日  時 令和８年１月８日（木）14時～１５時４０分 

目  的 

「社協」がどのようにみられているのか、「福祉」をどうとらえるのかを知る。 

社協はどの業務に当たっても、住民と接点があり、他者、他団体との話し合い、力合わ

せでもって業務遂行を意識することができるようになる 

内  容 
【講義及びワーク】 

「社会福祉協議会の仕事～地域支援、施設・法人支援、組織運営の視点から～」 
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京都府社会福祉協議会 事務局次長 神戸 望 氏 

実施して 

社協の見られ方についてお話をいただいた。社協の広報についての協議が主事メンバ

ーで始まっており、その職員間協議の中に「協議体」としての意識が持たれていることは

確認しており、徐々に意識化されてきていると感じる。 

多様なセクションがあることを通じて、自身の今を考える機会にすることができた。 

 

【自主研修制度の活用】 

自主研修制度（業務、資質向上に資する研修で、業務参加でなく自主的に参加する際の研修制度とし

て、参加費の補助（年間 1人当たり 2万円まで）をする制度）の活用は、1名でした。参加費不要の研修

もあり、本制度を活用せずとも研修参加となるものもあります。引き続き自己研鑽として活用されるよう周

知します。 

 

【そのほかの研修について】 

令和７年度新規採用職員については、市町村社協新任職員研修及びキャリアアップ研修（初任者）、

社会人接遇マナー研修等の受講を通じて、社協職員としての心得や福祉サービスの理念・倫理の基礎を

学びました。 

令和７年度も宇治市の福祉こども部と健康長寿部との合同研修に、新任職員を含め複数の職員が参

加し、宇治市の地域福祉の推進に役立つ知識を学ぶ機会となりました。 

その他の研修では、カスハラ・クレーム対応や人権尊重と多様性（LGBTQ など）、コーチング、スピーチ

ロック防止（言葉による抑制）などのテーマ別研修に各職員が参加しました。 

  全国社会福祉協議会中央福祉学院の「会計実務講座（中級）には、前年度に初級を受講した会計担

当職員１名が引き続き参加しました。 

そのほか、実習生の受入れ時の各事業担当によるレクチャーを、職員にも開放し、自身の担当業務以外

のことにも目を向けていただく機会を設けています。 

役員研修は、社会福祉法人経営者協議会・京都府福祉人材研修センター・京都府市町村社協連合会

主催の「役職員セミナー」に参加し、理事と事務局で参加しました。 

いずれの研修も、社会福祉ならびに組織運営において必要な研修であります。令和８年度以降も、研修

参加等を積極的に行い、研鑽に努めます。 

 

 

7．宇治市総合福祉会館の管理運営 

目  標／地域福祉活動拠点として広く市民に活用してもらいやすい施設運営を行います。 

取組み／宇治市総合福祉会館の管理 

老人福祉センターの運営および展示・講座等の利活用 

 

令和６年度の大規模改修工事に続き、今年度も令和７年１０月～令和８年３月の約６ケ月間、建物の外

壁塗装工事および屋上防水工事、会館前ほほえみ広場の植栽の改修等が行われました。開館しながらの

工事であったため、駐車場や駐輪場の利用制限があった他、会館の貸館利用も予定調整を行いながらの

運営となりましたが、市民の協力のもと無事に工期を終えることができました。 

１階コミュニケーションコーナーは気軽に利用できるため、初めて福祉会館を訪れた方の利用もあり、読

書やちょっとしたミーティングなど幅広く活用されています。また２階老人福祉センターロビーでは将棋をし

たり、シャワー利用をする人々の姿が見られ、福祉会館全体が市民の交流の場として活用されました。 

会館内が一足制になり、トイレを全面改装してから１年が過ぎ、利用者アンケートを通じて「使いやすく

なった」という市民の声が届いています。また、例年通り、備品貸出（車椅子を含む）を行い、市民の活動を
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サポートしました。 

 

（総合福祉会館団体利用状況）                                                       （単位：名） 

 開館

日数 

１階利用計 ２階利用計 ３階利用計 合計 

団体数 人数 団体数 人数 団体数 人数 団体数 人数 

令和５年度 ２９５ ５２１ ２，４２０ ２，６４３ ３１，６２３ １，９４８ ２３，８６７ ５，１１２ ５７，９１０ 

令和６年度 101 145 686 729 8,672 549 7,538 1,423 16,896 

令和７年度 ２９７ 700 3,685 2,228 26,162 951 8,274 3,879 38,121 

※１階：身体障害者福祉センター、２階：老人福祉センター、３階：福祉センター 

※令和６年度は大規模改修期間のため令和６年４月～６月までと令和７年３月の利用数 

 

（老人福祉センターロビー個人利用人数）    （単位：名）  

 男性 女性 合計 

令和５年度 ３,５６５ ２,７２６ ６,２９１ 

令和６年度 837 603 1,440 

令和７年度 515 15 530 

※令和６年度は令和６年４月～６月までと令和７年３月の利用数 

 

（コミュニケーションコーナー個人利用人数）   （単位：名）  

 延べ人数 

令和５年度 ― 

令和６年度 ― 

令和７年度 1,013 

 

（浴室・シャワー利用人数）                 （単位：名） 

 

 

 

 

 

※令和５年度は浴室利用人数 

※令和６年度は令和６年６月までの浴室利用人数と 

令和７年３月のシャワー利用人数を合算 

     （令和６年７月から令和８年２月までは大規模改修工事の為、休館） 

    ※令和７年度からシャワー利用人数 

 

８．事務局の動き 

（１）当会の職員の体制について 

令和７年４月１日の職員状況（単位：名） ※（）内は無期雇用申出者 

 正規職員 一般嘱託 短時間勤務 

人数 12 1２（3） 13 

内 社会福祉士有資格者 ５ ４ 2 

  令和８年３月３１日の職員状況（単位：名） 

 

 男性 女性 合計 

令和５年度 ３,１２６ ２,７２２ ５,８４８ 

令和６年度 758 603 1,361 

令和７年度 286 233 519 
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 正規職員 一般嘱託 短時間勤務 

人数 12 12（3） 12 

内 社会福祉士有資格者 5 4 2 

令和７年度は、新たに社会福祉士取得に向けて、養成課程への学習意思を申し出た職員はいません

でした。しかしながら、現在２名の職員が養成課程で学んでいます。新たに受験した一般嘱託職員１名が

社会福祉士に合格しました。（登録は令和８年度になります。） 
 

（２）職員の採用、退職について 

令和７年４月１日付に、正規職員１名、短時間勤務嘱託職員２名を雇用しました。 

令和７年度末に、短時間勤務嘱託職員１名、年度末には雇用の更新の上限に達した短時間勤務嘱託

職員２名が、退職をしました。また、一般嘱託職員１名が、雇用の更新の上限に達したため、令和８年度か

ら短時間勤務嘱託職員として勤務予定です。 
 

（３）職員の休暇取得状況について 

  令和７年度の全職員の有給休暇の取得率は63.4％（令和６年度 66.4％、令和5年度69.9％）です。

（時間年休を除く有給休暇取得日数 337.5日÷有給休暇付与日数※繰越を除く 532日） 

 特別休暇、休業の取得状況は以下のとおりです。 

休暇種別 取得人数 

服喪休暇 4名 

生理休暇 3名 

妊婦の通院休暇 0名 

配偶者の出産休暇 1名 

ファミリーサポート休暇・子の看護休暇 8名 

介護休暇（短期介護休暇含む） 1名 

ボランティア休暇 1名 

傷病休暇（感染症関連） 6名 

育児休業 1名 

 

（４）令和７年度の事務局の事故等の対応について 

事故やミスが起こった場合、速やかに上長へ報告し、報告書の回覧や朝礼等を活用して局内での共有

を図っています。 

貸付金や書類の紛失に関する事案は、当会の信頼関係にも影響を及ぼすため、注意喚起と事故後の

報告を徹底しました。また、活動中のけが発生等の事故や、宇治市総合福祉会館内の清掃についての苦

情がありました。設備面の点検や見守り等について、事業担当で確認を促しています。 

引き続き、法令順守と共に報告がスムーズにできる組織の構築に努めます。 

 

（令和７年度内の事故・ミス等の件数） 

区分 件数 主な事業 

事故・ミス １１ 地域参加型 B型リハビリ事業、権利擁護、会館管理、貸付 

苦情 ６ 宇治市老人福祉センターサークル協議会（USK）、会館管理 

その他 １ 会館窓口 

 


